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auto discovery qos
AutoQoS for the Enterprise機能を設定するためのデータの検出と収集を開始するには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで autodiscoveryqosコマンドを使用します。データの検
出と収集を停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

auto discovery qos [trust]

no auto discovery qos

___________________
構文の説明

（任意）パケットの Diffservコードポイント
（DSCP）マーキングが、音声、ビデオ、デー
タトラフィックの分類で trustである（信頼で
きる）ことを示します。

オプションの trustキーワードが指定されてい
ない場合、音声、ビデオ、データトラフィック

は Network-Based Application Recognition
（NBAR）を使用して分類され、パケットは、
適切な DSCP値でマーキングされます。

trust

___________________
コマンドデフォルト データ収集は実行されません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

trustモードは、プロトコルタイプではなく、DSCP値でパケット
を分類するように変更されました。

12.3(11)T

___________________
使用上のガイドライン autodiscoveryqosコマンドは、AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出（データ収集）フェーズ

を開始します。このコマンドは、データを収集し、インターフェイスの出力方向でトラフィック

を分析するように NBARプロトコルディスカバリを呼び出します。
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noautodiscoveryqosコマンドは、自動検出フェーズを終了し、生成されたすべてのデータ収集レ
ポートを削除します。

trustキーワードは、指定されたDSCPのマーキングに基づいた信頼モデルで使用されます。詳細
については、Cisco IOS Release 12.3(7)Tの『AutoQoS for the Enterprise』フィーチャモジュールの
「Trusted Boundary」の項を参照してください。

___________________
例 次は serial2/1/1サブインターフェイスでイネーブルな AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出

（データ収集）フェーズを示す設定例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial2/1.1
Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 58
Router(config-if)# auto discovery qos
Router(config-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

AutoQoS for the Enterprise機能によって作成され
る QoSクラスマップとポリシーマップをイン
ストールします。

auto qos

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス上でAutoQoSにより作成されたイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラス

マップを表示します。

show auto qos
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auto qos
AutoQoS for the Enterprise機能によって作成された Quality-Of-Service（QoS）のクラスマップとポ
リシーマップをインストールするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

autoqosコマンドを使用します。QoSポリシーを削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

auto qos

no auto qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト QoSポリシーがインストールされていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

___________________
使用上のガイドライン クラスマップとポリシーマップは、AutoQoS for the Enterprise機能によって自動的に生成された

テンプレートから作成されます。これらのテンプレート（およびそのクラスマップとポリシー

マップ）は、AutoQoS for the Enterprise機能の自動検出フェーズで収集されたデータに基づいて生
成されます。自動検出フェーズの詳細については、Cisco IOS Release 12.3(7)Tの『AutoQoS for the
Enterprise』フィーチャモジュールの「Configuration Phases」の項を参照してください。

noautoqosコマンドにより、インターフェイスにインストールされた AutoQoSが生成したクラス
マップとポリシーマップがすべて削除されます。

autoqosコマンドはギガビットインターフェイスでサポートされません。

___________________
例 次は serial2/1/1サブインターフェイスでイネーブルな AutoQoS for the Enterprise機能を示す設定例

を示します。この設定では、AutoQoSのクラスマップとポリシーマップは serial2/1インターフェ
イスにインストールされます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial2/1

   QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
4

A から M
auto qos



Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 58
Router(config-if)# auto qos
Router(config-if)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイス上でAutoQoSにより作成されたイ
ンターフェイス設定、ポリシーマップ、クラス

マップを表示します。

show auto qos
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auto qos voip
AutoQoS--VoIP機能をインターフェイス上に設定するには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードまたはフレームリレー DLCIコンフィギュレーションモードで、autoqosvoipコマ
ンドを使用します。インターフェイスから AutoQoS--VoIP機能を削除するには、このコマンドの
no形式を使用します。

auto qos voip [trust] [fr-atm]

no auto qos voip [trust] [fr-atm]

___________________
構文の説明

（任意）パケットの Diffservコードポイント
（DSCP）マーキングが、音声トラフィックの
分類で信頼できることを示します。オプション

の trustキーワードが指定されていない場合、
音声トラフィックは Network-Based Application
Recognition（NBAR）を使用して分類され、パ
ケットは、適切なDSCP値でマーキングされま
す。

trust

（任意）フレームリレー/ATMリンクで
AutoQoS--Voip機能をイネーブルにします。こ
のオプションは、フレームリレー/ATMインター
ワーキング用のフレームリレーデータリンク

接続識別子（DLCI）のみで使用できます。

fr-atm

___________________
コマンドデフォルト デフォルトモードはディセーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）フレームリレー DLCIコンフィギュレー

ション（フレームリレー DLCIでの使用）（config-fr-dlci）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(15)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン フレームリレー/ATMインターワーキングでAutoQoS--VoIP機能をイネーブルにするには、fr-atm

キーワードを明示的に設定する必要があります。ただし、fr-atmキーワードは低速 DLCIだけに
影響します。これは、高速 DLCIには影響しません。

リンク速度が 768 kbps以下の DLCIは、低速 DLCIと見なされ、リンク速度が 768 kbpsよりも
速い DLCIは高速 DLCIと見なされます。

（注）

trustキーワードがこのコマンドに設定されているかどうかに応じて、AutoQoS--VoIP機能は次の
2つのポリシーマップのいずれか 1つを自動的に作成します。

•「AutoQoS-Policy-Trust」（trustキーワードが設定されている場合に作成）

•「AutoQoS-Policy-UnTrust」（trustキーワードが設定されていない場合に作成）

この 2つのポリシーマップは、両方ともインターフェイスまたは相手先固定接続（PVC）での
Voice over IP（VoIP）トラフィックを処理できるように設計されており、ネットワークの Quality
of Service（QoS）の要件に合わせて変更できます。これらのポリシーマップを変更するには、適
切な Cisco IOSコマンドを使用します。

service-policyコマンドを使用して、これらのポリシーマップをインターフェイスまたは PVCに
付加しないようにしてください。ポリシーマップがこのように付加されている場合、AutoQoS--VoIP
機能（つまり、ポリシーマップ、クラスマップ、およびアクセスコントロールリスト（ACL））
は noautoqosvoipコマンドが設定された場合に適切に削除されません。

同じネットワークの ATM PVCと相互接続している低速フレームリレー DLCIでは、fr-atmキー
ワードを autoqosvoipコマンドで明示的に設定して、AutoQoS--VoIP機能を適切に設定する必要が
あります。つまり、コマンドは autoqosvoipfr-atmとして設定する必要があります。

フレームリレー/ATMで設定された低速フレームリレー DLCIでは、Multilink PPP（MLP）over
FrameRelay（MLPoFR）が自動的に設定されます。サブインターフェイスには IPアドレスが必要
です。MLPoFRの設定時、この IPアドレスは削除され、MLPバンドルに置かれます。
AutoQoS--VoIP機能も、ATM側で autoqosvoipコマンドを使用して設定する必要があります。

autoqosvoipコマンドは、サブインターフェイスまたはギガビットインターフェイスでサポートさ
れません。

autoqosvoipコマンドは、フレームリレー DLCIで利用可能です。

AutoQoS--VoIPのディセーブル化
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noautoqosvoipコマンドは、AutoQoS--VoIP機能をディセーブルにし、この機能に関連付けられて
いる設定を削除します。

noautoqosvoipコマンドを使用すると、AutoQoS--VoIP機能によって最初に生成された個々のコマ
ンドの no形式が設定されます。コマンドの個々の no形式の使用で、システムのデフォルトが復
元されます。コマンドの no形式は、ユーザがコマンドを個別に入力したかのように適用されま
す。デフォルトに戻す設定が適用されると、コマンドの処理によって生じたメッセージが表示さ

れます。

noautoqosvoipコマンドを設定しないでサブインターフェイスまたは PVC（ATMやフレーム
リレー PVC）を削除すると、AutoQoS--VoIP機能は正しく削除されません。

（注）

___________________
例 次に、シリアルポイントツーポイントサブインターフェイス 4/1.2で設定された AutoQoS--VoIP

機能を示します。この例では、trustキーワードと fr-atmキーワードの両方が設定されます。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# interface serial4/1.2 point-to-point
Router(config-if)# bandwidth 100
Router(config-if)# ip address 192.168.0.0 255.255.255.0
Router(config-if)# frame-relay interface-dlci 102
Router(config-fr-dlci)# auto qos voip trust fr-atm
Router(config-fr-dlci)# end
Router(config-if#

exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

特定のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイスの AutoQoS--VoIP機能で作成され
た設定が表示されます。

show auto qos
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bandwidth（ポリシーマップクラス）
ポリシーマップに属するクラスに割り当てられる帯域幅を指定または変更する、あるいは ATM
オーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにするには、QoSポリシーマップクラスコンフィ
ギュレーションモードでbandwidthコマンドを使用します。クラスに指定されている帯域幅を削
除するには、または ATMオーバーヘッドアカウンティングをディセーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

bandwidth {kbps| [remaining] percent percentage} [account {qinq| dot1q} aal5 subscriber-encapsulation]

no bandwidth

Cisco 10000 Series Router (PRE3)

bandwidth {kbps| [remaining] percent percentage} account {qinq| dot1q} {aal5| aal3}
subscriber-encapsulationuser-defined offset [atm]

no bandwidth

___________________
構文の説明

クラスに割り当てる帯域幅の量（kbps）。帯域
幅の量は、使用中のインターフェイスとプラッ

トフォームに応じて変わります。値は 1～
2,000,000 kbpsであることが必要です。

kbps

（任意）保証帯域幅の割合は、使用可能な帯域

幅の相対割合に基づいていることを指定しま

す。

remaining

プライオリティクラスの場合に除外される使用

可能な帯域幅の絶対割合、または使用可能な帯

域幅の相対割合に基づく保証帯域幅の割合を指

定します。有効な範囲は、1～100です。

percent percentage

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

account

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グのデジタル加入者線アクセスマルチプレクサ

（DSLAM）カプセル化タイプにブロードバン
ド集約システム（BRAS）として queue-in-queue
カプセル化を指定します。

qinq

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グの BRAS-DSLAMカプセル化タイプとして
IEEE 802.1Q VLANカプセル化を指定します。

dot1q
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（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グの加入者線に ATMアダプテーション層 5お
よびカプセル化タイプを指定します。AAL5は
コネクション型可変ビットレート（VBR）サー
ビスをサポートします。有効なカプセル化タイ

プについては、「使用上のガイドライン」の項

を参照してください。

aal5

加入者線カプセル化タイプ。有効なカプセル化

タイプについては、「使用上のガイドライン」

の項を参照してください。

subscriber-encapsulation

コネクションレス型リンクとコネクション型リ

ンクの両方をサポートするATMアダプテーショ
ン層 5を指定します。 aal3または aal5のいず
れかを指定する必要があります。

aal3

ATMオーバーヘッドを計算するときにルータ
が使用するオフセットサイズを指定します。

有効値は– 127バイト～127バイトで、0は有効
な値ではありません。

user-defined offsetオプションを指定
しなかった場合、ルータがオフセッ

トサイズを設定します。

（注）

user-defined offset

ATMオーバーヘッドの計算に ATMセルタッ
クスを適用します。

offsetオプションと atmオプションの
両方を設定すると、オフセットサイ

ズに対するパケットサイズの調整が

行われてから、ATMセルタックスが
追加されます。

（注）

atm

___________________
コマンドデフォルト 帯域幅は指定されていません。

ATMオーバーヘッドアカウンティングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーション（config-pmap-c）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドがCisco IOSRelease 12.0(5)XEに統合され、Versatile Interface
Processor（VIP）対応型 Cisco 7500シリーズルータに実装されました。

12.0(5)XE

このコマンドが変更されました。percentキーワードが追加されました。12.0(7)T

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.0(17)SLに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータに実装されました。

12.0(17)SL

このコマンドが変更されました。 percentキーワードのサポートが Cisco
10000シリーズルータに追加されました。

12.0(22)S

このコマンドが変更されました。 remaining percentキーワードのサポー
トが Cisco 10000シリーズルータに追加されました。

12.0(23)SX

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合され、VIP対応型 Cisco
7500シリーズルータに実装されました。

12.1(5)T

このコマンドが変更されました。 remaining percentキーワードが追加さ
れました。

12.2(2)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(17) SLに統合され、Cisco 10000シ
リーズルータの PRE3に実装され、さらに PRE3の Cisco 10000シリーズ
ルータでの ATMオーバーヘッドに対応して機能強化されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアによっ

て異なります。

12.2SX

このコマンドが ATMオーバーヘッドを計算する際のオフセットサイズ
を指定するように変更され、PRE3向け Cisco 10000シリーズルータに実
装されました。

12.2(31)SB6
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合され、Cisco 7600
シリーズルータに実装されました。

12.2(33)SRC

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合され、Cisco 7300シ
リーズルータに実装されました。

12.2(33)SB

このコマンドが変更されました。モジュラ Quality of Service（QoS）CLI
（MQC）を使用した階層型キューイングフレームワーク（HQF）のサ
ポートが追加されました。

12.4(20)T

このコマンドが変更されました。 kbps引数の許容値が変更されました。
値は 8～2000000である必要があります。

15.1(1)T

このコマンドが変更されました。 offset引数および kbps引数の許容値が
変更されました。

15.2(1)T

___________________
使用上のガイドライン

ポリシーマップの設定

class-mapコマンドで定義されたクラスのポリシーマップを設定する際に、bandwidthコマンドを
使用します。 bandwidthコマンドは、そのクラス内のトラフィックの帯域幅を指定します。クラ
スベース均等化キューイング（CBWFQ）は、クラスに属するパケットのウェイトを、クラスに
割り当てられた帯域幅から導出します。次に、CBWFQはこのウェイトを使用して、このクラス
のキューを適正に処理します。

帯域幅を持つ完全プライオリティの設定

完全プライオリティで設定できるクラスは 1つだけです。その他のクラスは、プライオリティの
設定も帯域幅の設定も持てません。他のクラスの最小帯域幅を設定するには、

bandwidthremainingpercentコマンドを使用します。

Cisco 10000 シリーズルータ以外のすべてのサポート対象プラットフォームのパーセント比率とし
て帯域幅を指定します。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯

域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。帯域幅の割合は、インターフェイスの帯域幅に基づ

きます。使用可能な帯域幅とは、インターフェイスの帯域幅からリソース予約プロトコル（RSVP）
機能、IP RTPプライオリティ機能、低遅延キューイング（LLQ）機能に予約されているすべての
帯域幅の合計を差し引いた帯域幅です。
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bandwidth remaining percentコマンドが設定されていると、確実な保証帯域幅が提供されない
場合があり、相対的な帯域幅しか確保されないことを念頭に置いておいてください。つまり、

クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例

します。リンク帯域幅が固定されている場合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパー

センテージに比例します。リンク帯域幅がわからないか変動する場合、ルータは、kbpsでの
クラス保証帯域幅を計算することができません。

（注）

Cisco 10000 シリーズルータのパーセント比率として帯域幅を指定できます。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯

域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。最小帯域幅のパーセント比率は、最も近い親シェー

ピングレートに基づいています。

bandwidth remaining percentコマンドが設定されていると、確実な保証帯域幅が提供されない
場合があり、相対的な帯域幅しか確保されないことを念頭に置いておいてください。つまり、

クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例

します。リンク帯域幅が固定されている場合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパー

センテージに比例します。リンク帯域幅がわからないか変動する場合、ルータは、kbpsでの
クラス保証帯域幅を計算することができません。

（注）

ルータは、指定された帯域幅をインターフェイス速度の 1/255（ESR-PRE1）または 1/65535
（ESR-PRE2）の最も近い倍数に変換します。実際の帯域幅を表示するには、show policy-map
interfaceコマンドを使用します。

サポートされているすべてのプラットフォームに関する制限事項

bandwidthコマンドには、次の制限事項があります。

•設定する帯域幅の量は、レイヤ 2オーバーヘッドも十分処理できる量にする必要がありま
す。

•ポリシーマップは kbpsまたはパーセント比率のいずれか一方で、同一クラス内にすべての
クラス帯域幅を指定できます。ただし、プライオリティクラスでのpriorityコマンドの単位
は、非プライオリティクラスの帯域幅単位とは異なっていてもかまいません。

•そのインターフェイスのサービスポリシーを定めるために、クラスポリシー設定を含むポ
リシーマップがインターフェイスに付加されている場合は、bandwidth percentコマンドを
設定すると、利用可能な帯域幅が評価されます。インターフェイスの帯域幅が不十分なこと

が原因で、特定のインターフェイスにポリシーマップがアタッチできない場合、そのポリ

シーは、正常にアタッチされていたすべてのインターフェイスから削除されます。この制限

事項は、bandwidth remaining percentコマンドには適用されません。
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CSCsy73939でbandwidthpercentコマンドから有効な範囲よりも低い帯域幅が得られた場合、
この値を指定するポリシーマップをインターフェイスに付加することはできません。ルータ

から「service-policy output parent Configured Percent results in out of range kbps. Allowed range is
min-value–max-value. The present CIR value is n.」というエラーメッセージが表示されます。

（注）

帯域割り当ての詳細については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration Guide』の
「Congestion Management Overview」モジュールを参照してください。

クラスポリシーコンフィギュレーションが含まれているポリシーマップがインターフェイスに

付加されて、そのインターフェイスのサービスポリシーが決定される場合、使用可能な帯域幅が

評価されることに注意してください。インターフェイスの帯域幅が不十分なことが原因で、特定

のインターフェイスにポリシーマップを付加できない場合、そのポリシーは、正常に付加されて

いたすべてのインターフェイスから削除されます。

モジュラ QoS CLI キュー制限

bandwidthコマンドは、特定のクラスに対する帯域幅を指定するため、MQCで使用できます。
MQCで使用される場合、bandwidthコマンドは、クラスに設定されているデフォルトのキュー制
限を使用します。このキュー制限は、queue-limitコマンドを使用して変更でき、bandwidthコマ
ンドによって設定されたデフォルトが上書きされます。

インターフェイスで必要な最小帯域幅保証を満たすためには、queue-limitコマンドを使用して
高速インターフェイスのデフォルトのキュー制限を変更します。

（注）

Cisco 10000 シリーズルータ

Cisco 10000シリーズルータは、発信インターフェイスのみでbandwidthコマンドをサポートしま
す。これらは、着信インターフェイスではこのコマンドをサポートしません。

PRE2で、帯域幅値と帯域幅値の単位を指定します。帯域幅の有効な値は 1～2488320000です。
単位は bps、kbps、mbps、gbpsです。デフォルトの単位は kbpsです。たとえば、次のコマンド
は、PRE2に 10000 bpsと 10000 kbpsの帯域幅を設定します。

bandwidth 10000 bps
bandwidth 10000

PRE3で指定できるのは帯域幅のみです。単位は常に kbpsであるため、PRE3は unit引数をサポー
トしません。有効な値の範囲は 1～2000000です。たとえば、次のコマンドは、PRE3に 128,000
kbpsの帯域幅を設定します。

bandwidth 128000

PRE3は、PRE2 bandwidthコマンドが unit引数なしで使用される場合に限り、このコマンドを受
け入れます。指定された帯域幅が PRE3の有効な帯域幅値の範囲（1～2000000）外にある場合、
PRE3は PRE2 bandwidthコマンドを拒否します。

kbps単位で帯域幅の量を指定する以外に、使用可能な帯域幅または総帯域幅に対するパーセント
比率で帯域幅を指定することもできます。輻輳の発生中には、そのクラスは、設定されている帯
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域幅比率に比例した帯域幅で処理されます。帯域幅の割合は、インターフェイスの帯域幅に基づ

きます。ただし、階層型ポリシーでは、帯域幅の最小割合は、最も近い親シェーピングレートに

基づいています。

bandwidth remaining percentコマンドが設定されている場合、絶対帯域幅が保証されないこと
があり、相対的な帯域幅のみが保証されます。クラスの帯域幅は、常にインターフェイスの

帯域幅に対する指定されたパーセント比率に比例します。リンク帯域幅が固定されている場

合、クラス帯域幅の保証は、設定されているパーセンテージに比例します。リンク帯域幅が

わからないか変動する場合、ルータは、kbpsでのクラス保証帯域幅を計算することができませ
ん。

（注）

ルータは、指定された帯域幅をインターフェイス速度の 1/255（PRE1）または 1/65535（PRE2、
PRE3）の最も近い倍数に変換します。実際の帯域幅を表示するには、show policy-map interface
コマンドを使用します。

ATM のオーバーヘッドアカウンティング（Cisco 10000 シリーズルータ）

ATMオーバーヘッドアカウンティングを設定する場合、BRAS-DSLAM、DSLAM-CPE、加入者
線カプセル化タイプを指定する必要があります。ルータは、次の加入者線カプセル化タイプをサ

ポートします。

• mux-1483routed

• mux-dot1q-rbe

• snap-pppoa

• mux-rbe

• snap-1483routed

• snap-dot1q-rbe

• mux-pppoa

• snap-rbe

ルータは user-defined offsetオプションを指定しなかった場合のオフセットサイズを計算します。

階層型ポリシーでは、次の方法で ATMオーバーヘッドアカウンティングを設定します。

•親でイネーブル：親ポリシーで ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする
と子ポリシーでアカウンティングをイネーブルにする必要がありません。

•子と親でイネーブル：子ポリシーで ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルに
した場合は、親ポリシーでも ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにする必
要があります。

カプセル化タイプは子ポリシーと親ポリシーに一致する必要があります。

user-defined offset値は子ポリシーと親ポリシーに一致する必要があります。
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___________________
例

___________________
例 次の例では、VLANという名前のポリシーマップは Customer1という名前のクラスに帯域幅の

30%を保証し、Customer2という名前のクラスに帯域幅の 60 を保証します。 VLANポリシー
マップを 1-Mbpsリンクに適用すると、300 kbps（1 Mbpsの 30%）が Customer1に保証され、600
kbps（1 Mbpsの 60%）が Customer2に保証されます。100 kbpsは class-defaultクラス用に残りま
す。 class-defaultクラスが、追加の帯域幅を必要としない場合、未使用の 100 kbpsはCustomer1ク
ラスおよび Customer2クラスで使用できます。両方のクラスで帯域幅が必要な場合は、設定され
た速度に比例して共有します。この例では、共有率は 30:60または 1:2です。

router(config)# policy-map VLAN
router(config-pmap)# class Customer1
router(config-pmap-c)# bandwidth percent 30
router(config-pmap-c)# exit
router(config-pmap)# class Customer2
router(config-pmap-c)# bandwidth percent 60

___________________
例 次に、2つのクラスを持つポリシーマップを作成する方法、CBWFQのみが設定されている場合

に帯域幅を保証する方法、ポリシーをシリアルインターフェイス 3/2/1に付加する方法を示しま
す。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 50
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 25
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface serial3/2/1
Router(config-if)# service output policy1
Router(config-if)# end

show policy-mapコマンドからの次の出力は、policy1という名前のポリシーマップの設定を示し
ます。

Router# show policy-map policy1

Policy Map policy1
Class class1
Weighted Fair Queuing
Bandwidth 50 (%) Max Threshold 64 (packets)

Class class2
Weighted Fair Queuing
Bandwidth 25 (%) Max Threshold 64 (packets)

show policy-map interfaceコマンドからの出力は、インターフェイス帯域幅の 50%が class1とい
う名前のクラスに対して保証され、25%が class2という名前のクラスに対して保証されることを
示しています。この出力では、割合と kbpsの数の両方で帯域幅の量を表示しています。

Router# show policy-map interface serial3/2

Serial3/2
Service-policy output:policy1
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Class-map:class1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 265
Bandwidth 50 (%)
Bandwidth 772 (kbps) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 266
Bandwidth 25 (%)
Bandwidth 386 (kbps) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:any

この例では、シリアルインターフェイス 3/2に合計 1544 kbpsの帯域幅があります。輻輳時に、
帯域幅の 50%（772 kbps）が class1という名前のクラスに保証され、リンク帯域幅の 25%（386
kbps）が class2という名前のクラスに保証されます。

___________________
例 次の例では、インターフェイスに合計 1544 kbpsの帯域幅があります。輻輳時に、帯域幅の 50%

（772 kbps）が class1という名前のクラスに保証され、リンク帯域幅の 25%（386 kbps）が class2
という名前のクラスに保証されます。

showpolicy-mapコマンドからの次の出力は、p1という名前のポリシーマップの設定を示します。

Router# show policy-map p1
Policy Map p1
Class voice
Weighted Fair Queuing
Strict Priority
Bandwidth 500 (kbps) Burst 12500 (Bytes)

Class class1
Weighted Fair Queuing
Bandwidth remaining 50 (%) Max Threshold 64 (packets)

Class class2
Weighted Fair Queuing
Bandwidth remaining 25 (%) Max Threshold 64 (packets)

シリアルインターフェイス 3/2での show policy-map interfaceコマンドからの次の出力は、500
kbpsの帯域幅が voice1という名前のクラスに対して保証されることを示します。 class1と class2
という名前のクラスが、残りの帯域幅の 50%と 25%をそれぞれ受け取ります。割り当てられて
いない帯域幅は、class1、class2、ベストエフォート型のトラフィッククラス間に均等に分割され
ます。
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この出力例は（この項で先に記述されているの他の多くのものとは異なり）、帯域幅は、クラ

ス 1とクラス 2の割合としてのみ表示されます。 kbpsの数で表現される帯域幅は、percent
キーワードが bandwidth remainingコマンドで使用されるため、表示されません。 bandwidth
remainingpercentコマンドは、インターフェイスで使用可能な合計帯域幅の相対割合として帯
域幅を割り当てることができます。

（注）

Router# show policy-map interface serial3/2

Serial3/2
Service-policy output:p1
Class-map:voice (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:ip precedence 5
Weighted Fair Queuing
Strict Priority
Output Queue:Conversation 264
Bandwidth 500 (kbps) Burst 12500 (Bytes)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(total drops/bytes drops) 0/0

Class-map:class1 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 265
Bandwidth remaining 50 (%) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class2 (match-all)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:none
Weighted Fair Queuing
Output Queue:Conversation 266
Bandwidth remaining 25 (%) Max Threshold 64 (packets)
(pkts matched/bytes matched) 0/0
(depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0

Class-map:class-default (match-any)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match:any

___________________
例 親ポリシーでATMオーバーヘッドアカウンティングがイネーブルにされている場合は、bandwidth

コマンドまたは shapeコマンドを含まない子トラフィッククラス上で ATMオーバーヘッドアカ
ウンティングをイネーブルにする必要がありません。次に、subscriber_classesという名前の子ポ
リシーマップの gamingクラスと class-defaultクラス、および、subscriber_lineという名前の親ポリ
シーマップの class-defaultクラスで ATMオーバーヘッドアカウンティングが帯域幅に対してイ
ネーブルである設定例を示します。 voipおよび videoクラスでは、ATMオーバーヘッドアカウ
ンティングが明示的にイネーブルにされていません。ATMオーバーヘッドアカウンティングが
親ポリシーでイネーブルになっているため、これらのプライオリティキューではオーバーヘッド

アカウンティングが暗黙的にイネーブルになっています。親ポリシーと子ポリシーの機能で同じ

カプセル化タイプが使用されていることに注意してください。

Router(config)# policy-map subscriber_classes
Router(config-pmap)# class voip
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Router(config-pmap-c)# priority level 1
Router(config-pmap-c)# police 8000
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class video
Router(config-pmap-c)# priority level 2
Router(config-pmap-c)# police 20
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class gaming
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 80 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining percent 20 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# policy-map subscriber_line
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth remaining ratio 10 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# shape average 512 account aal5 snap-rbe-dot1q
Router(config-pmap-c)# service policy subscriber_classes

次の例では、ルータは ATMオーバーヘッドの計算に 20のオーバーヘッドバイトと ATMセル
タックスを使用します。子ポリシーと親ポリシーには必須の一致のオフセット値が含まれます。

親ポリシーは、仮想テンプレート 1に付加されます。

Router(config)# policy-map child
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth 500 account user-defined 20 atm
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# shape average 30000 account user-defined 20 atm
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# exit
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスのポリシーを設定する前に、ポリシーを

作成または変更するクラスの名前、およびデ

フォルトクラス（一般に class-defaultクラスと
して知られるクラス）を指定します。

class（ポリシーマップ）

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

CBWFQ、LLQ、および IP RTPプライオリティ
に割り当てるインターフェイス帯域幅のパーセ

ント比率を変更します。

max-reserved-bandwidth

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

ポリシーマップに属するトラフィックのクラス

のプライオリティを指定します。

priority
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説明コマンド

キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定

されるクラスポリシーのパケットの最大数を指

定または変更します。

queue-limit

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよ
び DWRED指数加重係数を設定します。

random-detect exponential-weighting- constant

特定の IP precedenceに対するWREDパラメー
タと DWREDパラメータを設定します。

random-detect precedence

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。

show policy-map interface
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bandwidth remaining ratio
非プライオリティキューに割り当てる超過帯域幅の量（プライオリティトラフィックで未使用）

を指示するため、輻輳中に使用するクラスレベルキューまたはサブインターフェイスレベル

キューの帯域幅余剰比率を指定するには、ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドで bandwidthremainingratioコマンドを使用します。帯域幅余剰比率を削除するには、このコ
マンドの no形式を使用します。

bandwidth remaining ratio ratio

no bandwidth remaining ratio ratio

bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq| dot1q} [aal5] {subscriber-encapsulation| user-defined
offset}]

no bandwidth remaining ratio ratio [account {qinq| dot1q} [aal5] {subscriber-encapsulation| user-defined
offset}]

bandwidth remaining ratio ratio

no bandwidth remaining ratio ratio

___________________
構文の説明

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。有効な値の範囲は1～
1000です。サブインターフェイスレベルでは、
デフォルト値はプラットフォームによって異な

ります。クラスキューレベルのデフォルトは

1です。

ratio

Cisco 7300シリーズルータ、Cisco 7600シリー
ズルータおよび Cisco 10000シリーズルータ

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。

Cisco 7300シリーズルータ、および
7600シリーズルータでは、有効な値
の範囲は 1～10000で、デフォルト値
は 1です。

（注）

Cisco 10000シリーズルータでは、有
効な値の範囲は 1～1000で、デフォ
ルトは 1です。

（注）

ratio

（任意）ATMオーバーヘッドアカウンティン
グをイネーブルにします。

account

QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
21

A から M
bandwidth remaining ratio



（任意）ブロードバンドリモートアクセスサー

バ -デジタル加入者線アクセスマルチプレクサ
（BRAS-DSLAM）カプセル化タイプとして
queue-in-queueカプセル化を指定します。

qinq

（任意）BRAS-DSLAMカプセル化タイプとし
て IEEE 802.1Q VLANカプセル化を指定しま
す。

dot1q

（任意）コネクション型可変ビット（VBR）
サービスをサポートする ATMアダプテーショ
ン層 5を指定します。

aal5

（任意）加入者線でのカプセル化タイプを指定

します。カプセル化タイプは加入者線によって

異なります。

subscriber-encapsulation

（任意）ATMオーバーヘッドの計算時にルー
タが使用するオフセットサイズをバイト単位で

指定します。

Cisco 7300シリーズルータ、および
7600シリーズルータでは、有効な値
の範囲は -48～+48です。

（注）

Cisco 10000シリーズルータの有効値
は -63～+63です。

（注）

user-defined offset

Cisco ASR 1000シリーズルータ

他のサブインターフェイスまたはクラスキュー

に関するこのサブインターフェイスまたはクラ

スキューの相対的重み。有効な値の範囲は1～
1000です。サブインターフェイスレベルおよ
びクラスキューのデフォルトは 1です。

ratio

ほとんどのプラットフォームでは、デフォルトの帯域幅の比率は 1です。

___________________
コマンドデフォルト サブインターフェイスレベルでデフォルトの帯域幅残量割合を使用すると、Cisco10000シリーズ

ルータは、インターフェイスタイプを区別します。サブインターフェイスレベルでのデフォル

トの帯域幅余剰比率は、VLANサブインターフェイス、フレームリレーデータリンク接続識別
子（DLCI）では 1です。 ATMサブインターフェイスの場合、ルータはサブインターフェイス速
度に基づいてデフォルトの帯域幅余剰比率を計算します。
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クラスレベルでデフォルトの帯域幅余剰比率を使用すると、Cisco 10000シリーズルータは、イ
ンターフェイスタイプを区別しません。クラスレベルのデフォルトの帯域幅余剰比率は1です。

___________________
コマンドモード ポリシーマップクラス（config-pmap-c）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。このコマンドは、PRE3用の Cisco
10000シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが変更されました。Cisco7600シリーズルータに実装され
ました。PRE3用のCisco 7600シリーズルータおよびCisco 10000シリー
ズルータでのATMオーバーヘッドアカウンティングをサポートするた
め（任意）、追加のキーワードと引数が追加されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが変更されました。Cisco7300シリーズルータのサポート
が追加されました。 ATMオーバーヘッドアカウンティングに関連する
追加のキーワードと引数もサポートされています。

12.2(33)SB

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合されました。Cisco IOSXERelease 2.1

___________________
使用上のガイドライン Cisco 10000シリーズルータ

スケジューラは、bandwidthremainingratioコマンドで指定される比率を使用して、輻輳時にクラ
スレベルキューまたはサブインターフェイスレベルのキューに割り当てる超過帯域幅の量（プ

ライオリティトラフィックで未使用）を指定することができます。スケジューラは、他のキュー

またはサブインターフェイスを基準にした未使用の帯域幅を割り当てます。

bandwidthremainingratioコマンドは、同じポリシーマップの別のトラフィッククラスで、別の
bandwidthコマンドと共存することはできません。たとえば、次の設定は無効で、エラーメッ
セージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_0
bandwidth remaining ratio 10
class precedence_2
bandwidth 1000

PRE2では、bandwidthremainingratioコマンドは、ポリシーマップ内の同一のクラスで、別の
bandwidthコマンドと共存することができます。 PRE3では、bandwidthremainingratioコマンド
は同じクラス内のbandwidthコマンドと共存することはできません。たとえば、次の設定はPRE3
では無効で、エラーメッセージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_0
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bandwidth 1000
bandwidth remaining ratio 10

親ポリシーが class-defaultクラスのみを定義している階層ポリシーマップに、子のキューイング
ポリシーが適用されていると、ルータは class-defaultクラスで bandwidthコマンドの
bandwidthremainingratio形式のみを受け入れます。

bandwidthremainingratioコマンドは、同じクラスで priorityコマンドと共存することはできませ
ん。たとえば、次の設定は無効で、エラーメッセージが表示されます。

policy-map Prec1
class precedence_1
priority
police percent 30
bandwidth remaining ratio 10

bandwidthremainingratioコマンドが指定されていないすべてのキューは、プラットフォームで指
定された最小帯域幅余剰比率を受け取ります。ルータは設定に基づいて最小認定情報レート（CIR）
を決定します。

ATMオーバーヘッドアカウンティング（任意）

bandwidthremainingratioコマンドを使用して ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブ
ルにすることもできます。 ATMオーバーヘッドアカウンティングをイネーブルにするには、構
文の説明表に記載されている accountキーワードとそれに続くキーワードおよび引数を使用しま
す。

Cisco 7200シリーズルータ

bandwidthremainingratioコマンドは、Cisco 7200シリーズルータではサポートされていません。
Cisco IOS Release 12.2(33) SRDから Cisco IOS Release 12.2(33) SREにアップグレードした場合、こ
のコマンドを実行する際にパーサーエラーが表示される場合もあります。 Cisco 7200シリーズ
ルータでは、bandwidthremainingratioコマンドの代わりに同じ機能を実行する
bandwidthremainingpercentコマンドを使用できます。

___________________
例

___________________
例 次に、ATMサブインターフェイスに帯域幅余剰比率を設定する例を示します。この例では、ルー

タは可変ビットレート非リアルタイム（VBR-nrt）PVC 0/200用に 50 Mbpsのピークセルレート
を保証します。輻輳時に、サブインターフェイスは物理インターフェイスに設定された他のサブ

インターフェイスを基準に、10の帯域幅余剰比率に基づいて、超過帯域幅の共有（プライオリ
ティトラフィックで未使用）を受信します。

policy-map Child
class precedence_0
bandwidth 10000
class precedence_1
shape average 100000
bandwidth 100

!
policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
shape average 20000000
service-policy Child

!
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interface ATM2/0/3.200 point-to-point
ip address 10.20.1.1 255.255.255.0
pvc 0/200
protocol ip 10.20.1.2
vbr-nrt 50000
encapsulation aal5snap
service-policy output Parent

次に、個々のクラスキューの帯域幅残余比率を設定する例を示します。設定されたクラスの一部

に帯域幅保証および明示的に指定された帯域幅余剰比率があります。輻輳がサブインターフェイ

スレベル内で発生すると、このクラスキューはクラスレベル帯域幅余剰比率（precedence_0、
precedence_1、precedence_2、precedence_5クラスに対して、それぞれ 20、30、120、100）に基づ
いて、超過帯域幅（プライオリティトラフィックで未使用）を受信します。通常、precedence_3
クラス（定義されている比率なし）は、子ポリシーで定義された class-defaultクラスの帯域幅余剰
比率に基づいて帯域幅を受信します。ただし、この例では、子ポリシーは class-defaultの帯域幅
残余比率を定義しません。したがって、ルータは 1の比率を使用して、precedence_3トラフィッ
クに超過帯域幅を割り当てます。

policy-map Child
class precedence_0
shape average 100000
bandwidth remaining ratio 20
class precedence_1
shape 10000
bandwidth remaining ratio 30
class precedence_2
shape average 200000
bandwidth remaining ratio 120
class precedence_3
set ip precedence 3
class precedence_5
set ip precedence 5
bandwidth remaining ratio 100

policy-map Parent
class class-default
bandwidth remaining ratio 10
service-policy Child

!
interface GigabitEthernet 2/0/1.10
encapsulation dot1q 10
service-policy output Parent

___________________
例 次に、オプションのaccountキーワードおよび関連するキーワードと引数を使用してオーバーヘッ

ドアカウンティングを設定する例を示します。

policy-map subscriber_line
class class-default
bandwidth remaining ratio 10 account dot1q aal5 snap-rbe-dot1q
shape average 512 account dot1q

aal5 snap-rbe-dot1q
service policy subscriber_classes
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスレベルまたはサブインターフェイスレ

ベルのキューの帯域幅残余割合を指定します。

この帯域幅残余割合は、プライオリティトラ

フィックによって使用されていない余分な帯域

幅を判断し、非プライオリティキューに割り当

てるために輻輳時に使用します。

bandwidth remaining percent

指定されたサービスポリシーマップに対する

すべてのクラスの設定、または、すべての既存

ポリシーマップに対するすべてのクラスの設定

を表示します。

show policy-map

指定したインターフェイスまたはサブインター

フェイス上か、インターフェイス上の特定の

PVCに対し、すべてのサービスポリシーに対
して設定されているすべてのクラスのパケット

統計情報を表示します。

show policy-map interface
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class（ポリシーマップ）
ポリシーを作成または変更するクラスの名前を指定する、またはクラスのポリシーを設定する前

にデフォルトクラス（一般に class-defaultクラスとして知られるクラス）を指定するには、ポリ
シーマップコンフィギュレーションモードで classコマンドを使用します。ポリシーマップから
クラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

class {class-name| class-default [fragment fragment-class-name]} [insert-before class-name]
[service-fragment fragment-class-name]

no class {class-name| class-default}

___________________
構文の説明

設定するクラス、またはポリシーを編集するク

ラスの名前を指定します。クラス名は、クラス

マップに使用するとともに、ポリシーマップの

クラスにポリシーを設定する場合にも使用しま

す。

class-name

ポリシーを設定または変更できるようデフォル

トクラスを指定します。

class-default

（任意）デフォルトトラフィッククラスをフ

ラグメントに指定し、フラグメントトラフィッ

ククラスに名前を付けます。

fragment f ragment-class-name

（任意）既存の任意の2つのクラスマップ間に
クラスマップを追加します。

既存の 2つのクラスマップ間に新しいクラス
マップを挿入すると、既存のポリシーマップ

コンフィギュレーションの柔軟性が向上しま

す。このオプションを指定しないと、クラス

マップはポリシーマップの末尾に追加されま

す。

このキーワードは、Flexible Packet Matching
（FPM）ポリシーでだけサポートされていま
す。

insert-before class-name

（任意）クラスがフラグメントのコレクション

を分類するように指定します。このクラスによ

り分類されるフラグメントは、すべて同じ

fragment-class-nameを共有している必要があり
ます。

service-fragment fragment-class-name
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___________________
コマンドデフォルト クラスの指定はありません。

___________________
コマンドモード ポリシーマップコンフィギュレーション（config-pmap）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドのサポートが、Cisco 7600ルータに追加されました。12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco 7600ルータに実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

class-defaultキーワードが Cisco 7600ルータに追加されました。12.2(18)SXE

insert-beforeclass-nameオプションが追加されました。12.4(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco 10000シリーズルータの PRE3に追加されま
した。

12.2(31)SB2

insert-beforeclass-nameオプションが、Catalyst 6500シリーズの
Programmable Intelligent Services Accelerator（PISA）が搭載されてい
るスイッチの Cisco IOS Release 12.2(18)ZYに統合されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されました。
fragmentfragment-class-nameおよび service-fragmentfragment-class-name
オプションが導入されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

___________________
使用上のガイドライン ポリシーマップコンフィギュレーションモード

ポリシーマップ内で、class（ポリシーマップ）コマンドを使用すれば、ポリシーを作成または変
更するクラスの名前を指定できます。まず、ポリシーマップを指定する必要があります。
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ポリシーマップを指定する（および、必要なポリシーマップコンフィギュレーションモードに

入る）には、policy-mapコマンドを使用してから class（ポリシーマップ）コマンドを使用しま
す。ポリシーマップを指定した後は、新しいクラスのポリシーを設定したり、そのポリシーマッ

プ内の任意の既存クラスのポリシーを変更したりできます。

クラス特性

ポリシーマップで指定したクラス名は、class-mapコマンドを使用して設定されたように、その
クラスの特性、つまりそのポリシーをクラスマップとその一致基準に連結します。

クラスのポリシーを設定し、その帯域幅を指定し、ポリシーマップをインターフェイスに割り当

てると、クラスベースWeighted Fair Queueing（CBWFQ）によって、そのクラスの帯域幅要件が
満たされているかどうかが判断されます。満たされていれば、CBWFQがその帯域幅要件のキュー
を割り当てます。

クラスが削除されると、インターフェイスに使用できる帯域幅が、そのクラスにそれまで割り当

てられていた量だけ増加します。

ルータに（つまり 1つのポリシーマップ内で）設定できるクラスの最大数は、64個です。

定義済みのデフォルトクラス

class-defaultと呼ばれる定義済みのデフォルトクラスを指定するには、class-defaultキーワードを
使用します。 class-defaultクラスは、トラフィックがクラスマップ内で設定されているどの一致
基準とも一致しない場合に、そのトラフィックが送られるクラスです。

テールドロップまたはWRED

クラスポリシーを定義するには、テールドロップを使用するか（queue-limitコマンドを実行）、
またはWeighted Random Early Detection（WRED）を使用（random-detectコマンドを実行）する
ことができます。テールドロップまたはWREDを使用する場合は、次の点に注意してください。

• queue-limitコマンドと random-detectコマンドの両方を同じクラスポリシー内で使用するこ
とはできませんが、同じポリシーマップ内の 2つのクラスポリシー内で使用することは可
能です。

•クラスポリシー内でqueue-limitコマンドまたは random-detectコマンドのいずれかが設定さ
れている場合は、bandwidthコマンドを設定できます。 bandwidthコマンドは、クラスに割
り当てられる帯域幅の量を指定します。

•定義済みのデフォルトクラスでは、fair-queue（class-default）コマンドを設定できます。
fair-queueコマンドは、デフォルトクラスのダイナミックキューの数を指定します。 fair-queue
コマンドは、queue-limitコマンドまたは random-detectコマンドと同じクラスポリシー内で
使用できます。 bandwidthコマンドと一緒に使用することはできません。

Fragments

デフォルトトラフィッククラスは、ポリシーマップクラスステートメントで fragmentキーワー
ドを使用して、フラグメントとしてマークされています。これにより、フラグメントを分類し

て、複数のフラグメントをまとめて service-fragmentキーワードを使用して作成した別のポリシー
マップに入れることができます。フラグメントが使用されると、フラグメントとしてマークされ

ているデフォルトトラフィッククラスに、デフォルト以外のトラフィッククラスとは別に、QoS
が適用されます。
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フラグメントを使用する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•フラグメントとしてマークできるのは、デフォルトトラフィッククラスだけです。

•デフォルトクラスステートメントでの fragmentfragment-class-nameオプションが、デフォル
トクラスをフラグメントとしてマークします。

•ポリシーマップ内でクラスを定義しているときに service-fragmentfragment-class-nameオプ
ションを使用すると、同じ fragment-class-nameを共有するすべてのフラグメントを含むモ
ジュール式 QoS CLIでのトラフィックのクラスを指定できます。

•フラグメントは、同一物理インターフェイス内でしか使用できません。同じ fragment-class-name
を共有し、異なるインターフェイス上にあるフラグメントを持つポリシーマップを、

service-fragmentfragment-class-nameオプションを持つクラスを使用してひとまとめに分類す
ることはできません。

Cisco 10000シリーズルータ

PRE2によって、ポリシーマップ 31クラスキューを設定することができます。

PRE3により、プライオリティレベル1の1個のキュー、プライオリティレベル2の1個のキュー、
12個のクラスキューと、1個のデフォルトキューをポリシーマップに設定することができます。

Cisco ASR 1000シリーズルータ

したがって、Cisco ASR 1000シリーズルータにポリシーマップ内で設定できるクラスの最大数
は、8個です。

___________________
例 次に、policy1というポリシーマップに含まれる3個のクラスポリシーを設定する例を示します。

Class1は、アクセスコントロールリスト 136に一致するトラフィックのポリシーを指定します。
Class2はインターフェイス ethernet101のトラフィックのポリシーを指定します。 3つ目のクラス
は、設定済みの一致基準を満たさないパケットが送られるデフォルトクラスです。

! The following commands create class-maps class1 and class2
! and define their match criteria:
class-map class1
match access-group 136
class-map class2
match input-interface ethernet101
! The following commands create the policy map, which is defined to contain policy
! specification for class1, class2, and the default class:
policy-map policy1
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth 2000
Router(config-pmap-c)# queue-limit 40
Router(config-pmap)# class class2
Router(config-pmap-c)# bandwidth 3000
Router(config-pmap-c)# random-detect
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 10
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 16
Router(config-pmap-c)# queue-limit 20
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• Class1：輻輳が発生すると、最低2000Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、
このクラス用に確保されたキューは、追加パケットを処理するためにテールドロップが適用

される前に 40個のパケットをキューに入れることができます。

• Class2：輻輳が発生すると、最低3000Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、
平均キューサイズの計算に 10の重み係数が使用されます。輻輳回避のために、テールド
ロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。

•デフォルトクラス：ポリシーが、policy1と呼ばれるポリシーマップで定義されている、他
のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 16個のダイナミックキューが確保され
ています。追加パケットを処理するためにテールドロップが適用される前に 1個のキューあ
たり最大 20個のパケットがキューに入れられます。

これらのクラスを含むポリシーマップが、そのインターフェイスのサービスポリシーを規定

するインターフェイスに付加された場合、すべてのクラスポリシーおよびリソース予約プロ

トコル（RSVP）（設定されている場合）を考慮に入れて、使用可能な帯域幅が評価されます。

（注）

次に、policy8というポリシーマップに含まれるデフォルトクラスのポリシーを設定する例を示
します。デフォルトクラスには、次のような特性があります。ポリシーが、policy8というポリ
シーマップによって定義される、他のクラスの一致基準を満たさないトラフィック用に 20個の
ダイナミックキューが確保され、平均キューサイズの計算に 14の重み係数が使用されます。輻
輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。

Router(config)# policy-map policy8
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 20
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 14

次の例では、policy1というポリシーマップに含まれる acl136というクラスのためのポリシーを設
定する方法を示します。クラス acl136には、次のような特性があります。輻輳が発生すると、最
低 2000 Kbpsの帯域幅がこのクラスに提供されると予測され、このクラス用に確保されたキュー
は、追加パケットを処理するためにテールドロップが適用される前に 40個のパケットをキュー
に入れることができます。このクラスを含むポリシーマップが、そのインターフェイスのサービ

スポリシーを規定するポリシーマップがインターフェイスに付加された場合、すべてのクラス

ポリシーおよび RSVP（設定されている場合）を考慮に入れて、使用可能な帯域幅が評価される
ことに注意してください。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class acl136
Router(config-pmap-c)# bandwidth 2000
Router(config-pmap-c)# queue-limit 40

次の例では、policy8というポリシーマップに含まれる int101というクラスのためのポリシーを設
定する方法を示します。クラス int101には、次のような特性があります。輻輳の発生時にこのク
ラスに最低 3000Kbpsの帯域幅が提供され、平均キューサイズの計算に重み係数 10が使用されま
す。輻輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されます。
このクラスを含むポリシーマップがインターフェイスに付加されて、そのインターフェイスの

サービスポリシーが決定される場合、使用可能な帯域幅が評価されることに注意してください。

Router(config)# policy-map policy8
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Router(config-pmap)# class int101
Router(config-pmap-c)# bandwidth 3000
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 10

次に、policy1というポリシーマップに組み込まれるデフォルトクラス class-defaultのポリシーを
設定する例を示します。デフォルトクラスclass-defaultには、次のような特性があります。policy1
と呼ばれるポリシーマップで定義されている、他のクラスの一致基準を満たさないトラフィック

用の10個のハッシュキューと、キューに入れられた追加パケットを処理するためにテールドロッ
プが適用される前に 1個のキューあたり最大 20個のパケット。

Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue
Router(config-pmap-c)# queue-limit 20

次に、policy8というポリシーマップに組み込まれるデフォルトクラス class-defaultのポリシーを
設定する例を示します。デフォルトクラス class-defaultには、次のような特性があります。ポリ
シーが、policy8というポリシーマップによって定義される、他のクラスの一致基準を満たさない
トラフィック用に 20個のハッシュキューと、平均キューサイズの計算に 14の重み係数が使用さ
れます。輻輳回避のために、テールドロップではなくWREDパケットのドロップが使用されま
す。

Router(config)# policy-map policy8
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# fair-queue 20
Router(config-pmap-c)# random-detect exponential-weighting-constant 14

次に、ブラスタパケットに対する FPMを設定する例を示します。クラスマップには、TCPポー
ト 135、4444または UDPポート 69と IPヘッダーの開始から 3バイトのパターンが 0x0030とい
う一致基準が含まれます。

load protocol disk2:ip.phdf
load protocol disk2:tcp.phdf
load protocol disk2:udp.phdf
class-map type stack match-all ip-tcp
match field ip protocol eq 0x6 next tcp
class-map type stack match-all ip-udp
match field ip protocol eq 0x11 next udp
class-map type access-control match-all blaster1
match field tcp dest-port eq 135
match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
class-map type access-control match-all blaster2
match field tcp dest-port eq 4444
Router(config-cmap)# match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
class-map type access-control match-all blaster3
match field udp dest-port eq 69
match start 13-start offset 3 size 2 eq 0x0030
policy-map type access-control fpm-tcp-policy
class blaster1
drop
class blaster2
drop
policy-map type access-control fpm-udp-policy
class blaster3
drop
policy-map type access-control fpm-policy
class ip-tcp
service-policy fpm-tcp-policy
class ip-udp
service-policy fpm-udp-policy
interface gigabitEthernet 0/1
service-policy type access-control input fpm-policy

次に、BestEffortというデフォルトトラフィッククラスを分類するためにフラグメントトラフィッ
ククラスの作成方法を示しています。ポリシーマップからのすべてのデフォルトトラフィック
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は、subscriber1という名前で、subscriber2は、BestEffortという名前のフラグメントのデフォルト
トラフィッククラスの一部です。このデフォルトトラフィックは、service-fragmentキーワード
および shapeコマンドを使用する dataというクラスの作成によって集合的に整形されます。

この例では、次の点に注意してください。

•各フラグメントのデフォルトトラフィッククラスの class-nameは「BestEffort」です。

•「BestEffort」の class-nameは、service-fragmentキーワードが入力されるクラスを定義する
ためにも使用されます。このクラスは、「BestEffort」というフラグメントのデフォルトト
ラフィッククラスを使用して、転送されるすべてのトラフィックにシェーピングポリシー

を適用します。

policy-map subscriber1
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200
bandwidth remaining ratio 10
policy-map subscriber 2
class voice
set cos 5
priority level 1
class video
set cos 4
priority level 2
class class-default fragment BestEffort
shape average 200
bandwidth remaining ratio 10
policy-map input_policy
class class-default
set dscp default
policy-map main-interface
class data service-fragment BestEffort
shape average 400
interface portchannel1.1001
encapsulation dot1q 1001service-policy output subscriber1
service-policy input input_policy
interface portchannel1.1002
encapsulation dot1q 1002
service-policy output subscriber2
service-policy input input_policy
interface gigabitethernet 0/1
description member-link1
port channel 1
service-policy output main-interface
interface gigabitethernet 0/2
description member-link2
port channel 1
service-policy output main-interface

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth（ポリシーマップクラス）
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説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

デフォルトクラスポリシーの一部として

class-defaultクラスで使用するために予約するダ
イナミックキューの数を指定します。

fair-queue（class-default）

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

キューが保持できる、ポリシーマップ内に設定

されるクラスポリシーのパケットの最大数を指

定または変更します。

queue-limit

WREDまたはDWREDをイネーブルにします。random-detect（インターフェイス）

キューの平均サイズ計算のためのWREDおよ
び DWRED指数加重係数を設定します。

random-detect exponential-weighting-constant

特定の IP PrecedenceのWREDパラメータと
DWREDパラメータを設定します。

random-detect precedence
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class-map
指定したクラスとパケットの照合に使用するクラスマップを作成し、QoSクラスマップコンフィ
ギュレーションモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで class-map
コマンドを使用します。デバイスから既存のクラスマップを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

Cisco 2600, 3660, 3845, 6500, 7200, 7401, and 7500 Series Routers

class-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-class}] [match-all|
match-any] class-map-name

no class-map [type {stack| access-control| port-filter| queue-threshold| logging log-class}] [match-all|
match-any] class-map-name

Cisco 7600 Series Routers

class-map class-map-name [match-all| match-any]

no class-map class-map-name [match-all| match-any]

Cisco Performance Monitor in Cisco IOS Release 15.1(3)T and 12.2(58)SE

class-map class-map-name

no class-map class-map-name

___________________
構文の説明

（任意）クラスマップタイプを指定します。type

（任意）フレキシブルパケットマッチング

（FPM）機能をイネーブルにして、プロトコル
スタックを検査するように指示します。

load protocolコマンドを使用してデバイスにプ
ロトコルヘッダーの説明ファイル（PHDF）を
ロードすると、プロトコルヘッダーのスタック

が定義され、フィルタにより、どのヘッダーが

どの順番で存在しているか、特定することがで

きます。

stack

（任意）設定されたプロトコルスタック内を検

索するパターンを指定します。

（type access-controlキーワードを使
用して）access-controlクラスマップ
を指定する前に、（type stackキー
ワードを使用して）スタックのクラ

スマップを指定する必要がありま

す。

（注）

access-control
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（任意）コントロールプレーンパケットのTCP
または UDPポートポリシングをイネーブルに
する port-filterクラスマップを作成します。こ
のキーワードがイネーブルの場合、コマンド

は、コントロールプレーンホストサブインター

フェイス上の特定のポートに向かうトラフィッ

クをフィルタに掛けます。

port-filter

（任意）指定されたプロトコルでコントロール

プレーン IP入力キューに入ることができるパ
ケットの総数を制限するキューしきい値をイ

ネーブルにします。キューしきい値は、コント

ロールプレーンホストサブインターフェイス

にだけ適用されます。

queue-threshold

（任意）コントロールプレーン上のパケット

トラフィックのロギングをイネーブルにしま

す。 log-class引数の値は、ログクラスの名前で
す。

logging log-class

（任意）複数の一致基準が存在する場合に、ど

のようにしてパケットを評価するかを決定しま

す。このクラスマップの下のステートメント

が、論理 AND関数に基づいて一致します。パ
ケットは、受け入れるすべてのステートメント

に一致させる必要があります。 match-allキー
ワードもmatch-anyキーワードも指定しなかっ
た場合に使用されるデフォルトキーワードは、

match-allです。

match-all

（任意）複数の一致基準が存在する場合に、ど

のようにしてパケットを評価するかを決定しま

す。このクラスマップの下のステートメント

が、論理 OR関数に基づいて一致します。パ
ケットは、受け入れるすべての照合ステートメ

ントに一致させる必要があります。 match-any
キーワードも match-allキーワードも指定しな
かった場合に使用されるデフォルトキーワード

は、match-allです。

match-any
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クラスマップのクラスの名前です。クラス名

は、クラスマップに使用するとともに、ポリ

シーマップのクラスにポリシーを設定する場合

にも使用します。

class-map-name引数の値は引用符内に
入力できます。ソフトウェアでは、

引用符なしで入力されたクラスマッ

プ名にはスペースを入力できません。

（注）

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト クラスマップは設定されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(14)SXに統合され、Cisco 7600シ
リーズルータに実装されました。

12.2(14)SX

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2(17d)SXBに統合され、Cisco 7600
シリーズルータに実装されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドが変更されました。 FPMをサポートするため、stackキー
ワードと access-controlキーワードが追加されました。コントロールプ
レーン保護をサポートするため、port-filterキーワードとqueue-threshold
キーワードが追加されました。

12.4(4)T

このコマンドが変更されました。コントロールプレーンパケットロギ

ングをサポートするため、logging log-classキーワードと引数のペアが追
加されました。

12.4(6)T
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変更内容リリース

このコマンドが変更されました。 stackキーワードおよび access-control
キーワードが、プログラマブルインテリジェントサービスアクセラレー

タ（PISA）を搭載したCatalyst 6500シリーズスイッチのCisco IOSRelease
12.2(18) ZYに統合されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズの集約サービスルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release
2.1

このコマンドは、使用可能な唯一の構文要素としての class-map-name引
数を使用して Cisco PerformanceMonitor用の Cisco IOS Release 15.1(3)Tに
統合されました。

15.1(3)T

このコマンドは、class-map-name引数を使用してCiscoPerformanceMonitor
用の Cisco IOS Release 12.2(58) SEに統合されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが変更されました。ソフトウェアでは、引用符なしで入力

されたクラスマップ名にはスペースを入力できません。

15.2(3)T

このコマンドは Cisco ASR 901シリーズの集約サービスルータに統合さ
れました。

15.1(2)SNG

___________________
使用上のガイドライン

Cisco IOS Release 15.1(3)T および 12.2(58)SE の Cisco Performance Monitor

class-map-name引数だけ使用できます。

Cisco 2600、3660、3845、6500、7200、7401、7500、および ASR 1000 シリーズルータ

class-mapコマンドを使用して、クラスマップの一致基準に一致させるために作成または変更す
るクラスを指定します。このコマンドは、このクラスの一致基準を設定する 1つまたは複数の
matchコマンドを入力できる QoSクラスマップコンフィギュレーションモードを開始します。
入力インターフェイスまたは出力インターフェイスのいずれか（service-policyコマンドの設定に
より決まります）に到達したパケットが、クラスマップに設定されている一致基準に対して照合

され、パケットがそのクラスに属するかどうかが判断されます。

クラスマップを設定する際には、1つまたは複数の matchコマンドを使用して一致基準を指定で
きます。たとえば、match access-groupコマンド、match protocolコマンド、または match
input-interfaceコマンドを使用できます。matchコマンドは、Ciscoソフトウェアリリースごとに
異なります。一致基準および matchコマンドの詳細については、『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Configuration Guide』の「Modular Quality of Service Command-Line Interface（CLI）
（MQC）」の章を参照してください。
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Cisco 7600 シリーズルータ

class-mapコマンドおよびインターフェイス単位の QoSクラスマップコンフィギュレーション
モードで使用できるコマンドを適用して、パケット分類、マーキング、集約、およびグローバル

に指定したサービスポリシーの一部としてのフローポリシングを定義します。

サービスポリシーは EtherChannelに付加できます。 EtherChannelのメンバーであるポートに、
サービスポリシーを付加しないでください。

デバイスがQoSクラスマップコンフィギュレーションモードの場合、次のコンフィギュレーショ
ンコマンドが利用可能です。

• description：クラスマップ設定の説明を指定します。

• exit：QoSクラスマップコンフィギュレーションモードを終了します。

• match：分類基準を設定します。

• no：クラスマップから照合ステートメントを削除します。

次のコマンドは、CLIヘルプに表示されますが、オプティカルサービスモジュール（OSM）の
LANインターフェイスまたはWANインターフェイスではサポートされていません。

• destination-address mac mac-address

• input-interface {interface-type interface-number | null number | vlan vlan-id}

• protocol link-type

• source-address mac mac-address

OSMは、Supervisor Engine32が搭載された Catalyst 7600シリーズルータではサポートされませ
ん。

ポリシーフィーチャカード(PFC)QoSは次のコマンドをサポートしていません。

• destination-address mac mac-address

• input-interface {interface-type interface-number | null number | vlan vlan-id}

• protocol link-type

• qos-group group-value

• source-address mac mac-address

これらのコマンドを入力した場合、インターフェイスにポリシーマップが付加されないと、PFC
QoSはサポートされていないキーワードを検出しません。インターフェイスにポリシーマップを
付加しようとすると、エラーメッセージが生成されます。詳細については、『Cisco 7600 Series
Router Cisco IOS Software Configuration Guide』および Cisco IOSコマンドリファレンスを参照して
ください。

クラスマップ名とデバイスを設定すると、QoSクラスマップコンフィギュレーションモードで
match access-groupコマンドとmatch ip dscpコマンドを入力できます。これらのコマンドの構文
は次のとおりです。

match [access-group {acl-index | acl-name} | ip dscp | precedence} value]
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matchコマンドのキーワードの説明については、次の表を参照してください。

表 1：match コマンドの構文の説明

説明オプションコマンド

（任意）アクセスリストインデックスまたは

アクセスリスト名を指定します。有効なアク

セスリストインデックスの値は1～2699です。

access-group acl-index | acl-name

（任意）名前付きアクセスリストを指定しま

す。

access-group acl-name

（任意）照合する IP DiffServコードポイント
（DSCP）値を指定します。有効値の範囲は 0
～ 63です。最大 8つの DSCP値をスペースで
区切って入力できます。

ip dscp value1 value2 ... value8

（任意）照合する IP precedence値を指定しま
す。有効な値の範囲は 0～ 7です。最大 8つ
の precedence値をスペースで区切って入力でき
ます。

ip precedence value1 value2 ... value8

___________________
例 次に、クラスの名前として class101を指定し、そのクラスに対してクラスマップを定義する方法

の例を示します。 class101という名前のクラスは、ACL 101と一致するトラフィックのポリシー
を指定します。

Device(config)# class-map class101
Device(config-cmap)# match access-group 101
Device(config-cmap)# end

次に、slammerおよびUDPパケットに対するFPMトラフィッククラスを定義する例を示します。
クラスマップ内で定義されている一致基準は、IPの長さが404（0x194）以下、UDPポートが1434
（0x59A）、IPヘッダーの開始から 224バイトのパターンが 0x4011010の slammerおよび UPDパ
ケット用です。

Device(config)# load protocol disk2:ip.phdf
Device(config)# load protocol disk2:udp.phdf
Device(config)# class-map type stack match-all ip-udp
Device(config-cmap)# description “match UDP over IP packets”
Device(config-cmap)# match field ip protocol eq 0x11 next udp
Device(config-cmap)#exit
Device(config)# class-map type access-control match-all slammer
Device(config-cmap)# description “match on slammer packets”
Device(config-cmap)# match field udp dest-port eq 0x59A
Device(config-cmap)# match field ip length eq 0x194
Device(config-cmap)# match start 13-start offset 224 size 4 eq 0x 4011010
Device(config-cmap)# end
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次に、port-filterポリシーが簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）以外の閉鎖状態または「非
待ち受け状態」ポートに向かうすべてのトラフィックをドロップするように設定する例を示しま

す。

Device(config)# class-map type port-filter pf-class
Device(config-cmap)# match not port udp 123
Device(config-cmap)# match closed-ports
Device(config-cmap)# exit
Device(config)# policy-map type port-filter pf-policy
Device(config-pmap)# class pf-class
Device(config-pmap-c)# drop
Device(config-pmap-c)# end

次の例は、ipp5というクラスマップを設定して、IP precedence 5の照合ステートメントを入力す
る方法を示しています。

Device(config)# class-map ipp5
Device(config-cmap)# match ip precedence 5

___________________
例 次に、クラスマップを設定し、パケットのサービスクラス（CoS）値に 802.1pドメインのトラ

フィッククラスを照合する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# class-map cos1
Device(config-cmap)# match cos 0
Device(config-pmap-c)# end

___________________
例 次に、クラスマップを設定し、パケットの Experimental（EXP）値にマルチプロトコルラベルス

イッチング（MPLS）ドメインのトラフィッククラスを照合する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# class-map exp7
Device(config-cmap)# match mpls experimental topmost 2
Device(config-pmap-c)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

クラスマップまたはポリシーマップコンフィ

ギュレーションの説明を指定します。

description

特定のクラスマップに属するパケットを廃棄す

るようにトラフィッククラスを設定します。

drop

ポリシーを作成または変更するクラスの名前

と、ポリシーを設定する前のデフォルトクラス

を指定します。

class（ポリシーマップ）

PHDFをルータにロードします。load protocol
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説明コマンド

ポートフィルタまたはプロトコルキューポリ

シーに基づいて、クラスマップの一致基準を設

定します。

match（クラスマップ）

指定した ACLをベースにクラスマップに対し
て一致基準を設定します。

match access-group

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

match input-interface

1つまたは複数の DSCP値、AF値、および CS
値を一致基準として指定します。

match ip dscp

指定した EXPフィールド値を一致基準として
使用するクラスマップを設定します。

match mpls experimental

指定されたプロトコルに基づいて、クラスマッ

プの一致基準を設定します。

match protocol

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

制御インターフェイスのタイマーと認証方式を

設定します。

protocol

クラスマップの QoSグループ値を関連付けま
す。

qos-group

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

クラスマップ情報を表示します。show class-map

インターフェイスに適用された入力および出力

ポリシーの統計情報および設定を表示します。

show policy-map interface

ポートに送信元アドレス制御を設定します。source-address
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dscp
Diffservコードポイント（DSCP）値の最小および最大パケットしきい値を変更するには、
random-detect-groupコンフィギュレーションモードでdscpコマンドを使用します。最小および最
大パケットしきい値をDSCP値のデフォルトに戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

dscp dscp-value min-threshold max-threshold [ mark-probability-denominator ]

no dscp dscp-value min-threshold max-threshold [ mark-probability-denominator ]

___________________
構文の説明 DSCP値を指定します。 DSCP値には、0～63

の数字、または、ef、af11、af12、af13、af21、
af22、af23、af31、af32、af33、af41、af42、
af43、cs1、cs2、cs3、cs4、cs5、cs7のいずれか
のキーワードを指定できます。

dscp-value

パケット数での最小しきい値。この引数に指定

できる値の範囲は、1～ 4096です。キューの
平均の長さが最小しきい値に達すると、重み付

けランダム早期検出（WRED）は指定したDSCP
値の一部のパケットをランダムにドロップしま

す。

min-threshold

パケット数での最大しきい値。この引数に指定

できる値の範囲は、min-thresholdの値～ 4096
です。キューの平均の長さが最大しきい値を超

えると、WREDは指定したDSCP値のすべての
パケットをドロップします。

max-threshold

（任意）キューの平均の深さが最大しきい値に

あるときにドロップされたパケットの割合の分

母。たとえば、分母が 512の場合、512パケッ
トごとに 1つのパケットが、平均キューが最大
しきい値にあるときにドロップします。指定で

きる値の範囲は、1～ 65536です。デフォルト
は 10で、最大しきい値では 10パケットごとに
1つのパケットがドロップされます。

mark-probability-denominator

___________________
コマンドデフォルト パケットのドロップ確率の計算にWREDで DSCP値を使用する場合、DSCPテーブルのすべての

エントリは「使用上のガイドライン」の項の表に示されているデフォルト設定で初期化されます。
___________________
コマンドモード Random-detect-groupコンフィギュレーション
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、random-detect-groupコマンドと組み合わせて使用する必要があります。

さらに、dscpコマンドが使用できるのは、random-detect-groupコマンドを使用するときにdscp-based
引数を指定した場合だけです。

次の表に、dscpコマンドで使用される DSCPのデフォルト設定を示します。次の表に、DSCP値
と対応する最小しきい値、最大しきい値、およびマーク確率を示します。表の最後の行（「デ

フォルト」というラベルが付いている行）は、この表には登場しない DSCP値すべてで使用され
るデフォルト設定を表します。

表 2：DSCP デフォルト設定

マーク確率最大しきい値最小しきい値DSCP
（優先順位）

1/104032af11

1/104028af12

1/104024af13

1/104032af21

1/104028af22

1/104024af23

1/104032af31

1/104028af32

1/104024af33

1/104032af41
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マーク確率最大しきい値最小しきい値DSCP
（優先順位）

1/104028af42

1/104024af43

1/104022cs1

1/104024cs2

1/104026cs3

1/104028cs4

1/104030cs5

1/104032cs6

1/104034cs7

1/104036ef

1/104036rsvp

1/104020デフォルト

___________________
例 次に、DSCP値 af22を使用するようにWREDをイネーブル化する例を示します。 DSCP値 af22

の最小しきい値は 28、最大しきい値は 40、マーク確率は 10です。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# random-detect-group class1 dscp-based
Router(cfg-red-group)# dscp af22 28 40 10
Router(cfg-red-group)# end

___________________
関連コマンド

説明コマンド

per-VC WREDまたは per-VC DWREDをイネー
ブルにします。

random-detect-group

すべてまたは選択した設定済みキューイング戦

略を表示します。

show queueing

インターフェイスまたは VCのキューイングの
統計情報を表示します。

show queueing interface
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match class-map
分類ポリシーとしてトラフィッククラスを使用するには、クラスマップまたはポリシーインラ

インコンフィギュレーションモードでmatch class-mapコマンドを使用します。一致基準として
特定のトラフィッククラスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match class-map class-map-nam e

no match class-map class-map-name

___________________
構文の説明

一致基準として使用するトラフィッククラスの

名前。

class-map-name

___________________
コマンドデフォルト 一致基準が指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドは、ゾーンベースのポリシーファイアウォールをサポー

トするように拡張されました。

12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco 10000シリーズに実装されました。12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOSRelease 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の 12.2SXリリースにおけるサポートは、
フィーチャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハー

ドウェアによって異なります。

12.2SX

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.2S
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___________________
使用上のガイドライン 1つのトラフィッククラスで match-any特性と match-all特性を使用するための唯一の方法は、

match class-mapコマンドを使用することです。 1つのクラスにmatch-any特性とmatch-all特性を
組み合わせるには、次のいずれかを実行します。

• match-any手順を使用してトラフィッククラスを作成し、一致基準として（match class-map
コマンドを使用して）match-all手順で設定されたクラスを使用します。

• match-all手順を使用してトラフィッククラスを作成し、一致基準として（match class-map
コマンドを使用して）match-any手順で設定されたクラスを使用します。

matchclass-mapコマンドを使用して、トラフィッククラスを相互にネストすることもできます。
これで、情報の大半がすでに設定済みのトラフィッククラスに存在している場合、トラフィック

クラスを新たに再作成するオーバーヘッドをユーザが回避することができます。

パケットがクラスマップに一致すると、トラフィックレートがこれらのパケットに対して生成さ

れます。ゾーンベースのファイアウォールポリシーでは、セッションを作成する最初のパケッ

トのみがポリシーに一致します。このフローの後続のパケットは、設定済みのポリシーのフィル

タに一致しませんが、その代わりにセッションを直接照合します。後続のパケットに関連する統

計情報は、「検査」アクションの一部として表示されます。

___________________
例

___________________
例 次の例で、トラフィッククラス class1の特性は、トラフィッククラス class2の特性とほぼ同じで

すが、トラフィッククラス class1では、一致条件として宛先アドレスが追加されています。トラ
フィッククラス class1を行単位で設定する代わりに、match class-map class2コマンドを入力でき
ます。このコマンドを使用すると、トラフィッククラス class2のすべての特性をトラフィックク
ラス class1に取り込み、トラフィッククラスを再設定することなく、新しい宛先アドレスの一致
条件を追加できます。

Router(config)# class-map match-any class2
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 3
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-all class1
Router(config-cmap)# match class-map class2
Router(config-cmap)# match destination-address mac 1.1.1
Router(config-cmap)# exit

次に、2つのトラフィッククラスの特性を組み合わせる例を示します。1つはmatch-any特性を使
用し、1つは match-all特性を使用しています。これを、match class-mapコマンドで 1つのトラ
フィッククラスとして設定します。 class4というトラフィッククラスの結果には、class4という
トラフィッククラスのメンバーと見なされる、次の 3個の一致基準（IPプロトコルおよび QoS
group4、宛先MACアドレス1.1.1、またはアクセスグループ2）のいずれか1つに一致するパケッ
トが必要です。 class3というトラフィッククラスの定義には、一致基準の IPプロトコルおよび
QoS group 4が必要で、match class-map class3コマンドを使用して、一致する可能性があるものと
して class4というトラフィッククラスの定義に含まれます。
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この例では、トラフィッククラス class4だけがサービスポリシー policy1で使用されています。

Router(config)# class-map match-all class3
Router(config-cmap)# match protocol ip
Router(config-cmap)# match qos-group 4
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# class-map match-any class4
Router(config-cmap)# match class-map class3
Router(config-cmap)# match destination-address mac 1.1.1
Router(config-cmap)# match access-group 2
Router(config-cmap)# exit
Router(config)# policy-map policy1
Router(config-pmap)# class class4
Router(config-pmap-c)# police 8100 1500 2504 conform-action transmit exceed-action
set-qos-transmit 4
Router(config-pmap-c)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map
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match cos
レイヤ 2サービスクラス（CoS）/スイッチ間リンク（ISL）マーキングに基づいてパケットを照
合するには、クラスマップコンフィギュレーションまたはポリシーインラインコンフィギュレー

ションモードでmatchcosコマンドを使用します。一致基準としての特定のレイヤ 2CoS/ISLマー
キングを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match cos cos-value [cos-value [cos-value [cos-value]]]

no match cos cos-value [cos-value [cos-value [cos-value]]]

___________________
構文の説明 Cisco 10000 シリーズルータ以外のサポートされ

ているプラットフォーム

具体的な IEEE 802.1Q/ISL CoS値。 cos-valueは
0～7です。1つのmatchcos文に最大 4つのCoS
値をスペースで区切って指定できます。

cos-value

Cisco 10000シリーズルータ

特定のパケットCoSビット値。パケットのCoS
ビット値が指定したCoS値に一致する必要があ
ることを指定します。 cos-valueは 0～7です。
1つのmatchcos文に最大 4つのCoS値をスペー
スで区切って指定できます。

cos-value

___________________
コマンドデフォルト パケットのレイヤ 2 CoS/ISLマーキングに基づいた照合は行われません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(25)Sに統合されました。12.0(25)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB
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変更内容リリース

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRCに統合され、Cisco 7600
シリーズルータのサポートが追加されました。

12.2(33)SRC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(15)T2に統合されました。12.4(15)T2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合され、Cisco 7300
シリーズルータのサポートが追加されました。

12.2(33)SB

このコマンドは、CiscoPerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SCFに統合されました。12.2(33)SCF

このコマンドが Cisco IOS XE Release 3.2SEに統合されました。3.2SE

このコマンドはCiscoASR901シリーズの集約サービスルータに統合さ
れました。

15.1(2)SNG

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。
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___________________
例 次に、1、2、および 3の CoS値を、cosという分類ポリシーを含むインターフェイスの成功一致

基準とする例を示します。

Router(config)# class-map cos
Router(config-cmap)# match cos 1 2 3

次の例では、CoS値に基づいてトラフィックを分類するために、voiceおよび video-n-dataという
クラスを作成しています。その後、cos-based-treatmentポリシーマップ内で該当パケットへのQoS
処理を指定しています（この例では、QoS処理は priorityが 64、bandwidthが 512）。この例で設
定したサービスポリシーは、ファストイーサネットインターフェイス 0/0.1から出て行くすべて
のパケットに付加されます。サービスポリシーは、サービスポリシーをサポートする任意のイ

ンターフェイスにアタッチできます。

Router(config)# class-map voice
Router(config-cmap)# match cos 7
Router(config)# class-map video-n-data
Router(config-cmap)# match cos 5
Router(config)# policy-map cos-based-treatment
Router(config-pmap)# class voice
Router(config-pmap-c)# priority 64
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# class video-n-data
Router(config-pmap-c)# bandwidth 512
Router(config-pmap-c)# exit
Router(config-pmap)# exit
Router(config)# interface fastethernet0/0.1
Router(config-if)# service-policy output cos-based-treatment

___________________
例 次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ

ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、CoS値 2の基準に一致する
イーサネットインターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設
定で指定されたパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match cos 2
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
例 次に、802.1pドメインのトラフィッククラスをパケットの CoS値と照合する例を示します。

Router> enable
Router# config terminal
Router(config)# class-map cos7
Router(config-cmap)# match cos 2
Router(config-cmap)# exit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

発信パケットのレイヤ 2 CoS値を設定します。set cos

すべてのクラスマップおよびその一致基準を表

示します。

show class-map
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match protocol
指定したプロトコルに基づいてクラスマップの一致基準を設定するには、クラスマップコンフィ

ギュレーションまたはポリシーインラインコンフィギュレーションモードでmatchprotocolコマ
ンドを使用します。クラスマップからプロトコルベースの一致基準を削除するには、このコマ

ンドの no形式を使用します。

match protocol protocol-name

no match protocol protocol-name

___________________
構文の説明

一致基準として使用するプロトコルの名前（bgp
など）。大部分のルータでサポートされるプロ

トコルのリストについては、「使用上のガイド

ライン」を参照してください。

protocol-name

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は設定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.0(5)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(7)Sに統合されました。12.0(7)S

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Eに統合されました。12.1(1)E

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(13)Eに統合され、Catalyst 6000
ファミリスイッチで FlexWANモジュールなしで実装されました。

12.1(13)E

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T
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変更内容リリース

このコマンドは、一致基準として使用するプロトコルのリストから、

apollo、vines、xnsを除外するように変更されました。これらのプロト
コルは、ApolloDomain、BanyanVINES、XeroxNetwork Systems（XNS）
がこのリリースで廃止されたため、削除されました。 IPv6プロトコル
は IPv6パケットのマッチングをサポートするために追加されました。

12.2(13)T

このコマンドが、IPv6用の Cisco IOS Release 12.0(28)Sに統合されまし
た。

12.0(28)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(17a)SX1に統合されました。12.2(17a)SX1

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに統合され、Supervisor
Engine 720に実装されました。

12.2(18)SXE

このコマンドが変更されました。 Napsterプロトコルは、現在サポート
されていないため、削除されました。

12.4(6)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(18)ZYに統合されました。この
コマンドは、Supervisor 32/プログラマブルインテリジェントサービス
アクセラレータ（PISA）エンジンに搭載されているCatalyst6500シリー
ズスイッチの Network-Based Application Recognition（NBAR）機能を拡
張するため、変更されました。

12.2(18)ZY

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.4(15)XZに統合されました。12.4(15)XZ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(20)Tに統合され、Cisco 1700、
Cisco 1800、Cisco 2600、Cisco 2800、Cisco 3700、Cisco 3800、Cisco 7200、
および Cisco 7300シリーズルータに実装されました。

12.4(20)T

このコマンドが Cisco IOS XE Release 2.2に統合され、Cisco ASR 1000シ
リーズルータに実装されました。

Cisco IOSXERelease 2.2

このコマンドが変更されました。より多くのプロトコルのサポートが追

加されました。

Cisco IOS XE Release
3.1S

このコマンドは、Cisco PerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。

Cisco 7600ルータおよびCisco 10000シリーズルータ以外のサポートされているプラットフォーム

クラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）では、一致基準にプロトコル、アクセス
コントロールリスト（ACL）、入力インターフェイス、Quality of Service（QoS）ラベル、
Experimental（EXP）フィールド値に基づいてトラフィッククラスを定義します。クラスの一致
基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocolipxコマンドは、出力方向のみのパケットに一致します。

matchprotocolコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立す
るクラスの名前を指定する必要があります。クラスを指定したら、次のいずれかのコマンドを使

用してそのクラスの一致基準を設定できます。

• match access-group

• match input-interface

• match mpls experimental

クラスマップで複数のコマンドを指定する場合、最後に入力されたコマンドだけが適用されま

す。最後のコマンドは、それ以前に入力されたコマンドを無効にします。

NBARを NBARトラフィックでサポートされるプロトコルタイプに一致するように設定するに
は、matchprotocol（NBAR）コマンドを使用します。

Cisco 7600シリーズルータ

QoSクラスマップコンフィギュレーションのmatchprotocolコマンドは、NBARを設定し、マル
チレイヤスイッチフィーチャカード2（MSFC2）のソフトウェアで処理される入出力ポート上の
すべてのトラフィックを送信します。

CBWFQでは、プロトコル、ACL、入力インターフェイス、QoSラベル、マルチプロトコルラベ
ルスイッチング（MPLS）EXPフィールド値などの一致基準に基づいてトラフィッククラスを定
義します。クラスの一致基準を満たすパケットは、そのクラスのトラフィックの一部となりま

す。
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matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocollコマンドを使用する場合は、まず class-mapコマンドを入力して一致基準を確立す
るクラス名を指定する必要があります。

クラスマップで複数のコマンドを指定する場合、最後に入力されたコマンドだけが適用されま

す。最後のコマンドは、それ以前に入力されたコマンドを無効にします。

このコマンドは、NBAR機能が認知するプロトコルを照合するのに使用されます。NBARが現在
サポートするプロトコルの一覧については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Configuration
Guide』の「Classification」部を参照してください。

Cisco 10000シリーズルータ

CBWFQの場合、一致基準（プロトコル、ACL、入力インターフェイス、QoSラベル、およびEXP
フィールド値など）に基づいてトラフィッククラスを定義します。クラスの一致基準を満たすパ

ケットは、そのクラスのトラフィックの一部となります。

matchprotocolコマンドは、パケットがクラスマップで指定されたクラスに属するかどうか判別
するのに照合される一致基準として使用されるプロトコル名を指定します。

matchprotocolipxコマンドは、出力方向のみのパケットに一致します。

matchprotocolコマンドを使用するには、先に class-mapコマンドを入力して、一致基準を確立す
るクラスの名前を指定する必要があります。

NBARプロトコルに一致している場合は、matchprotocol（NBAR）コマンドを使用します。

Match Protocolコマンドの制限（Catalyst 6500シリーズスイッチのみ）

ポリシーマップには、トラフィッククラスが含まれます。トラフィッククラスには、プロトコ

ルタイプまたはアプリケーションに基づいてパケットを照合する（およびこれらをグループに編

成する）ために使用できる 1つまたは複数のmatchコマンドを含めることができます。必要に応
じて任意の数のトラフィッククラスを作成できます。

Cisco IOS Release 12.2(18)ZYには、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst 6500シ
リーズスイッチ用に設計されたソフトウェアが含まれます。このリリースとプラットフォームで

は、ポリシーマップと matchprotocolコマンドを使用する場合は、次の制限事項に注意してくだ
さい。

• 1つのトラフィッククラスは、最大 8個のプロトコルまたはアプリケーションに一致するよ
うに設定できます。

•複数のトラフィッククラスは累積最大 95個のプロトコルまたはアプリケーションに一致す
るように設定できます。

サポートされるプロトコル

次の表に、大部分のルータがサポートするプロトコルを示します。一部のルータは、追加プロト

コルをサポートします。たとえば、Cisco 7600ルータは、AARPおよび DECnetプロトコルをサ
ポートし、Cisco 7200ルータは直接接続および PPPOEプロトコルをサポートします。サポートさ
れているプロトコルの完全なリストについては、使用しているルータの matchprotocolコマンド
のオンラインヘルプを参照してください。
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表 3：サポートされるプロトコル

説明プロトコル名

IEEE 802.11無線ローカルエリアネットワーク
Working Groupの Internet Access Point Protocol

802-11-iapp

ACEサーバ/伝播ace-svr

America-Online Instant Messengeraol

Apple QuickTimeappleqtc

IPアドレス解決プロトコル（ARP）arp *

Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェ
イプロトコル）

bgp

Biffのメール通知biff

Bootstrap Protocol Client（ブートストラッププ
ロトコルクライアント）

bootpc

Bootstrap Protocol Server（ブートストラッププ
ロトコルサーバ）

bootps

bridgingbridge *

CDデータベースプロトコルcddbp

Cisco Discovery Protocolcdp *

CIFScifs

Cisco FNATIVEcisco-fna

cisco-net-mgmtcisco-net-mgmt

Cisco license/perf/GDP/X.25/ident svcscisco-svcs

Cisco SYSMAINTcisco-sys

cisco-tdpcisco-tdp

Cisco TNATIVEcisco-tna

Citrix Systems Metaframecitrix

Citrix IMA Clientcitriximaclient
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説明プロトコル名

ISOコネクションレス型ネットワークサービスclns *

ISO CLNSエンドシステムclns_es *

ISO CLNS中継システムclns_is *

シスコの回線プロトコルclp

ISOコネクションモードネットワークサービスcmns *

Cluster Membership Protocolcmp

Compressed TCPcompressedtcp *

クリエイティブパートナーcreativepartnr

クリエイティブサーバcreativeserver

CU-SeeMeデスクトップビデオ会議cuseeme

日時（RFC 867）daytime

dBASE Unixdbase

Oracle Database Control Agentdbcontrol_agent

ダイナミック DNSバージョン 3ddns-v3

ダイナミックホストコンフィギュレーションdhcp

DHCPフェールオーバーdhcp-failover

Direct Connectdirectconnect

ポートの廃棄discard

Domain Name Server lookup（ドメインネーム
サーバルックアップ）

dns

DNSIXセキュリティ属性のトークンマップdnsix

ポートのエコーecho

eDonkeyedonkey
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説明プロトコル名

Exterior Gateway Protocol（エクステリアゲート
ウェイプロトコル）

egp

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（拡張
内部ゲートウェイルーティングプロトコル）

eigrp

KM/Adminサービスハンドラの委任entrust-svc-handler

sps/aaas/aamsの委任entrust-svcs

リモートプロセスの実行exec

Microsoft RPC for Exchangeexchange

FastTrackトラフィック（KaZaA、Morpheus、
Groksterなど）

fasttrack

FCIPfcip-port

Fingerfinger

File Transfer Protocolftp

TLS/SSLを介した FTPftps

グループドメインオブインタープリテーショ

ン

gdoi

Oracle GIOP/SSLgiop

Gnutellaバージョン2トラフィック（BearShare、
Shareeza、Morpheusなど）

gnutella

Gophergopher

Generic Routing Encapsulation（総称ルーティン
グカプセル化）

gre

GPRSトンネリングプロトコルバージョン 0gtpv0

GPRSトンネリングプロトコルバージョン 1gtpv1

ユニキャストを介した H225 RASh225ras

H323プロトコルh323
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説明プロトコル名

H323コール信号の代替h323callsigalt

HP Performance data alarm managerhp-alarm-mgr

HP Performance data collectorhp-collector

HP Performance data managed nodehp-managed-node

Hot Standby Router Protocol（ホットスタンバイ
ルータプロトコル）

hsrp

Hypertext Transfer Protocolhttp

セキュアハイパーテキスト転送プロトコルhttps

ica（Citrix）ica

icabrowser（Citrix）icabrowser

Internet Control Message Protocol（インターネッ
ト制御メッセージプロトコル）

icmp

認証サービスident

SSM用の UDPを介した IGMPigmpv3lite

Internet Message Access Protocolimap

インタラクティブメールアクセスプロトコル
3

imap3

TLS/SSLを介した IMAPimaps

IP（バージョン 4）ip *

IPASSipass

IP in IP（カプセル化）ipinip

IPセキュリティプロトコル（ESP/AH）ipsec

Microsoft IPsec NAT-Tipsec-msft

IP（バージョン 6）ipv6 *

IPXipx
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説明プロトコル名

Internet Relay Chatirc

IRC-SERVirc-serv

TLS/SSLを介した IRCircs

IRCUircu

ISAKMPisakmp

iSCSIiscsi

iSCSIポートiscsi-target

Kazaaバージョン 2kazaa2

Kerberoskerberos

Layer 2 Tunnel Protocol（レイヤ 2トンネルプロ
トコル）

l2tp

Lightweight Directory Access Protocol。ldap

LDAP管理サーバポートldap-admin

LDAP over TLS/SSLldaps

llc2llc2 *

Remote login（リモートログイン）login

Lotus Mail Tracking Agent Protocollotusmtap

Lotus Noteslotusnote

Media Gateway Control Protocolmgcp

Microsoft-DSmicrosoft-ds

Microsoft Exchange Routingmsexch-routing

MSN Instant Messengermsnmsgr

Microsoft Remote Procedure Callmsrpc

TCPポート 445を介したMSRPCmsrpc-smb-netbios
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説明プロトコル名

MS Cluster Netms-cluster-net

Microsoft .NETster Portms-dotnetster

Microsoft SNA Server/Basems-sna

Microsoft SQLms-sql

Microsoft SQL Monitorms-sql-m

MySQLmysql

N2H2フィルタサービスポートn2h2server

NCP（Novell）ncp

Oracle Net8 Cman/Adminnet8-cman

Network Basic Input/Output Systemnetbios

NETBIOS Datagram Servicenetbios-dgm

NETBIOS Name Servicenetbios-ns

NETBIOS Session Servicenetbios-ssn

Microsoft Netshownetshow

systatのバリアントnetstat

Network File Systemnfs

Network News Transfer Protocolnntp

Novadigm Enterprise Desktop Manager（EDM）novadigm

Network Time Protocol（ネットワークタイムプ
ロトコル）

ntp

OEMエージェント（Oracle）oem-agent

Oracleoracle

Oracle EM/VPoracle-em-vp

Oracle Namesoraclenames
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説明プロトコル名

Oracle SQL*Net v1/v2orasrv

Open Shortest Path First（オープンショーテスト
パスファースト）

ospf

パケットアセンブラ/ディスアセンブラ（PAD）
リンク

pad *

Symantec pcANYWHEREpcanywhere

pcANYWHEREdatapcanywheredata

pcANYWHEREstatpcanywherestat

Post Office Protocolpop3

TLS/SSLを介した POP3pop3s

Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）pppoe

Point-to-Point Tunneling Protocol（ポイントツー
ポイントトンネリングプロトコル）

pptp

印刷スプーラ/ldpprinter

パスワードジェネレータプロトコルpwdgen

クイックメール転送プロトコルqmtp

RADIUS & Accountingradius

Berkeley Software Distribution（BSD）r-コマン
ド（rsh、rlogin、rexec）

rcmd

Oracle RDBrdb-dbs-disp

RealNetwork’s Realmedia Protocolrealmedia

ISS Real Secure Console Service Portrealsecure

Routing Information Protocol（ルーティング情報
プロトコル）

rip

ローカルルーティングプロセスrouter

リモートソースルートブリッジングrsrb *
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説明プロトコル名

RSVDrsvd

Resource Reservation Protocol（リソース予約プ
ロトコル）

rsvp

RSVP ENCAPSULATION-1/2rsvp-encap

RSVPトンネルrsvp_tunnel

Oracle RTC-PMポートrtc-pm-port

Remote Telnet Servicertelnet

Real-Time Protocol（リアルタイムプロトコル）rtp

Real Time Streaming Protocolrtsp

remote-winsockr-winsock

Transport Layer Security/Secure Sockets Layer
（TLS/SSL）を介した FTP

secure-ftp

セキュリティ保護されている HTTPsecure-http

TLS/SSLを介したインターネットメッセージ
アクセスプロトコル

secure-imap

TLS/SSLを介したインターネットリレーチャッ
ト

secure-irc

TLS/SSLを介した Lightweight Directory Access
Protocol

secure-ldap

TLS/SSLを介したNetworkNews Transfer Protocolsecure-nntp

TLS/SSLを介した Post Office Protocolsecure-pop3

TLS/SSLを介した Telnetsecure-telnet

SENDsend

リモートコマンドshell

Session Initiation Protocolsip

Session Initiation Protocol-Transport Layer Securitysip-tls
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説明プロトコル名

Skinny Client Control Protocolskinny

SMS RCINFO/XFER/CHATsms

Simple Mail Transfer Protocolsmtp

スナップショットルーティングのサポートsnapshot

単純なネットワークプロトコルsnmp

SNMPトラップsnmptrap

ソケットのネットワークプロトコル（SOCKS）socks

StructuredQuery Language（SQL）*NET forOraclesqlnet

SQLサービスsqlserv

SQLサービスsqlsrv

Microsoft SQL Serversqlserver

セキュアシェルssh

SSLshellsshell

状態同期プロトコルssp

Xing Technology StreamWorksプレーヤーstreamwork

cisco Serial Tunnelstun

Sunリモートプロシージャコール（RPC）sunrpc

System Logging Utilitysyslog

信頼できる Syslogサービスsyslog-conn

ログインホストプロトコル（TACACS）tacacs

TACACS-Databaseサービスtacacs-ds

Tarantellatarantella

Transport Control Protocoltcp
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説明プロトコル名

TelnetTelnet

TLS/SSLを介した Telnettelnets

Trivial File Transfer Protocoltftp

Timetime

タイムサーバtimed

cisco RSRBtr-rsrb

Oracle TTC/SSLtto

UserDatagramProtocol（ユーザデータグラムプ
ロトコル）

udp

UUCPD/UUCP-RLOGINuucp

VDOLiveストリーミングビデオvdolive

Voice over Frame Relayvofr *

VLAN Query Protocolvqp

Network Dictionarywebster

Whoのサービスwho

Microsoft WINSwins

X Windowシステムx11

XDM制御プロトコルxdmcp

X-Windowsリモートアクセスxwindows *

Yahoo! Instant Messengerymsgr

*このプロトコルは、Supervisor 32/PISAエンジンに搭載されている Catalyst 6500シリーズスイッ
チではサポートされません。

QoS ソリューションコマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
67

A から M
match protocol



___________________
例 次に、ftpという名前のクラスマップを指定し、一致条件として FTPプロトコルを設定する例を

示します

Router(config)# class-map ftp
Router(config-cmap)
#
match protocol ftp

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ
ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、IPプロトコルのイーサネット
インターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設定で指定され
たパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match protocol ip
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

指定した ACLに基づいてクラスマップの一致
基準を設定します。

match access-group

指定された入力インターフェイスを一致基準と

して使用するクラスマップを設定します。

match input-interface

指定された experimentalフィールドの値を一致
基準として使用するクラスマップを設定しま

す。

match mpls experimental

IP precedence値を一致基準として識別します。match precedence

NBARに認識されるプロトコルタイプごとのト
ラフィックと照合するよう NBARを設定しま
す。

match protocol（NBAR）

指定した EXPフィールド値を一致基準として
使用するクラスマップを設定します。

match qos-group
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match qos-group
特定の Quality of Service（QoS）グループ値を一致基準として指定するには、クラスマップコン
フィギュレーションモードでmatchqos-groupコマンドを使用します。クラスマップから特定の
QoSグループ値を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

match qos-group qos-group-value

no match qos-group qos-group-value

___________________
構文の説明 QoSグループ値の識別に使用される、0～99か

らの正確な値。

qos-group-value

___________________
コマンドデフォルト 一致基準は指定されていません。

___________________
コマンドモード クラスマップコンフィギュレーション（config-cmap）ポリシーインラインコンフィギュレーショ

ン（config-if-spolicy-inline）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1CC

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)XEに統合されました。12.0(5)XE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(13)Tに統合されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SBに統合され、Cisco 10000
シリーズルータに実装されました。

12.2(31)SB

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.1に統合され、Cisco ASR 1000
シリーズルータに実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco PerformanceMonitor用のCisco IOSRelease 15.1(3)T
に統合されました。ポリシーインラインコンフィギュレーションモー

ドのサポートが追加されました。

15.1(3)T

このコマンドは、Cisco Performance Monitor用の Cisco IOS Release
12.2(58)SEに統合されました。

12.2(58)SE

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Flexible NetFlowおよび PerformanceMonitorの両方で使用できます。これらの製

品は、このコマンドを発行するコンフィギュレーションモードを開始する際に異なるコマンドを

使用します。

matchqos-groupコマンドは、特定の QoSグループ値でのパケットのマーキングを識別するため
に、クラスマップで使用します。このコマンドは、受信したマルチプロトコルラベルスイッチ

ング（MPLS）の Experimental（EXP）フィールド値を出力インターフェイスに搬送するのにも使
用できます。

qos-group-value引数は、マーキングにだけ使用します。 QoSグループ値に数学的な意味はありま
せん。たとえば、2という qos-group-valueは 1より大きいわけではありません。値は単に 2とい
う qos-group-valueでマーキングされているパケットが 1という qos-group-valueでマーキングされ
ているパケットとは異なるということを示しているに過ぎません。これらのパケットの処理は、

ユーザが、QoSポリシーマップクラスコンフィギュレーションモードでの QoSポリシーの設定
を通じて定義します。

QoSグループ値は、ルータにローカルです。つまり、パケットにマーキングされている QoSグ
ループ値は、パケットがそのルータを離れてもルータから離れません。パケット内に存在する

マーキングが必要な場合は、IP優先順位設定、IPDiffservコードポイント（DSCP）値、またはそ
の他のパケットマーキング手法を使用してください。

このコマンドは、random-detectdiscard-class-basedコマンドと一緒に使用できます。

Cisco IOS Release 15.1(3)Tおよび 12.2(58)SEの Cisco Performance Monitor

最初に service-policytypeperformance-monitorinlineコマンドを入力する必要があります。

___________________
例 次に、priority50という名前のサービスポリシーを設定してインターフェイスに対応付ける例を示

します。この例では、qosgroup5というクラスマップで、ファストイーサネットインターフェイ
ス 1/0/0に入ってきたすべてのパケットについて、QoSグループ値が 5かどうかを評価します。
受信パケットがQoSグループ値 5でマーキングされていれば、そのパケットはプライオリティレ
ベル 50で処理されます。

Router(config)#

class-map qosgroup5
Router(config-cmap)
#
match qos-group 5
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Router(config)#

exit
Router(config)#

policy-map priority50
Router(config-pmap)#

class qosgroup5
Router(config-pmap-c)#

priority 50
Router(config-pmap-c)#

exit
Router(config-pmap)#

exit
Router(config)#

interface fastethernet1/0/0
Router(config-if)#

service-policy output priority50

___________________
例 次に、PerformanceMonitorのサービスポリシーを設定するために、ポリシーインラインコンフィ

ギュレーションモードを使用する例を示します。このポリシーは、QoS値 4の基準に一致する
イーサネットインターフェイス 0/0を通過するパケットが、fm-2という名前のフローモニタの設
定で指定されたパラメータに基づいてモニタされることを指定します。

Router(config)# interface ethernet 0/0
Router(config-if)# service-policy type performance-monitor inline input
Router(config-if-spolicy-inline)# match qosgroup 4
Router(config-if-spolicy-inline)# flow monitor fm-2
Router(config-if-spolicy-inline)# exit

___________________
関連コマンド

説明コマンド

指定したクラスへのパケットのマッチングに使

用するクラスマップを作成します。

class-map

Performance Monitorポリシーとインターフェイ
スを関連付けます。

service-policy type performance-monitor

1つ以上のインターフェイスに対応付けること
ができるポリシーマップを作成または修正し、

サービスポリシーを指定します。

policy-map

WREDの基礎をパケットのクラス廃棄値にしま
す。

random-detect discard-class-based
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説明コマンド

入力インターフェイスまたは VC、あるいは出
力インターフェイスまたは VCに、そのイン
ターフェイスまたはVCのサービスポリシーと
して使用するポリシーマップを対応付けます。

service-policy

トラフィッククラス内のパケットの IP優先順
位値を指定します。

set precedence

後からパケットの分類に使用できるグループ ID
を設定します。

set qos-group
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mls qos（グローバルコンフィギュレーションモード）
Quality of Service（QoS）機能を全体的にイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで mlsqosコマンドを使用します。 QoS機能をグローバルにディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

mls qos

no mls qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト QoSはグローバルにディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

このコマンドは Supervisor Engine 2に実装され、Cisco IOS Release
12.2(17d)SXBに統合されました。

12.2(17d)SXB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン QoSがグローバルにイネーブルの場合は、QoSがディセーブル化されているインターフェイスを

除いて、すべてのインターフェイスで QoSがイネーブルになります。 QoSがグローバルにディ
セーブルの場合は、すべてのトラフィックが QoSパススルーモードで渡されます。

ポートキューイングモードでは、ポリシーフィーチャカード（PFC）の QoS（マーキングおよ
びポリシング）がディセーブルで、パケットのタイプオブサービス（ToS）およびサービスクラ
ス（CoS）は PFCによって変更されません。受信および送信に関するすべてのキューイングは、
着信パケットの QoSタグに基づいて行われます。この QoSタグは、着信 CoSに基づきます。

802.1Qまたはスイッチ間リンク（ISL）でカプセル化したポートリンクでは、キューイングはパ
ケット 802.1Qまたは ISL CoSに基づきます。
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ルータのメインインターフェイスまたはアクセスポートでは、キューイングは設定されたポート

単位の CoS（デフォルト CoSは 0）に基づいて行われます。

このコマンドは、オフの状態のすべてのインターフェイス上でTernaryContentAddressableMemory
（TCAM）QoSをイネーブルまたはディセーブルにできます。

___________________
例 次に、QoSをグローバルにイネーブルにする例を示します。

Router(config)# mls qos
Router(config)#

次に、Cisco 7600シリーズルータで QoSを全体的にディセーブルにする例を示します。

Router(config)# no mls qos
Router(config)#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイスでのQoS機能をイネーブルに
します。

mls qos（インターフェイスコンフィギュレー
ションモード）

MLS QoS情報を表示します。show mls qos
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mls qos（インターフェイスコンフィギュレーションモー
ド）

インターフェイスのQuality of Service（QoS）機能をイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドモードで mlsqosコマンドを使用します。インターフェイスで
QoS機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mls qos

no mls qos

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト イネーブル

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドのサポートが Supervisor Engine 720に追加されまし
た。

12.2(14)SX

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されまし
た。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Supervisor Engine 2が搭載されたCisco 7600シリーズルータではサポートされま

せん。

CLIを使用すると、OC-12 ATM OSMのWANポートおよびチャネライズド OSMのWANポート
に PFCベースの QoSを設定できますが、PFCベースの QoSはこれらの OSMのWANポートでは
サポートされていません。

QoSをグローバルにディセーブルにすると、すべてのインターフェイスでディセーブルになりま
す。

このコマンドは、インターフェイスの TCAM QoS（分類、マーキング、およびポリシング）をイ
ネーブルまたはディセーブルにします。
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___________________
例 次に、インターフェイス上で QoSをイネーブルにする例を示します。

Router(config-if)# mls qos

___________________
関連コマンド

説明コマンド

QoS機能をグローバルにイネーブルにします。mls qos（グローバルコンフィギュレーション
モード）

MLS QoS情報を表示します。show mls qos
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